


作品作風頁 「太陽生命京都ピルj 協賛広告
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新発売のデザインパネル 3 晶種は、

ダイナミック芯 9 0 0 幅タイプの新パリエ ションとして、

アス ロ ックの魅力である 『重厚感j を楽しんで頂けます。

「タス ロ ック J rス トライフラインj のデザインは

6 0 0 幅シリーズでも御好評を頂いており、

9 0 0 幅での新ラインナ ップを熱望されてきました。

ヲスロック 9 0 0

d E芭芭百百百芭芭芭芭芭芭芭百t

力強いラインを演出しています。

ストライプライン 9 0 0

品白色白白色白白白白色白白白白t

セメントパネルの重厚な質感を保ち

つつスパンド レルの織細なライ ンを

表現しました。

Ｍｾｉ ・ ｉ ・ ｅ ・ ｊＺｬｬ･ｴｬｾｲＡｬ ・・ ｅ 耳司 ｅ 岡田・

シエイドロック 9 0 0
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新デザイ ンの「シエイドロック j は

専用設計( 意匠登録出願中) を行い、

射光による凹凸の陰影が壁画全体を

立体的 ・幻想的に表現します。
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記 百 百 百 百 百 百 白 百 司

リブ底を山形にすることにより、 影のつき

方をより明確にし、錯覚的にリブが浮き出

た様に見えます。

これらの商晶は 1 0月の出荷開始となりますのでご注意ください.

札幌支庖 n 011-261-8291 仙台支底 n 022・225・7986 東京支底 含 03-5540- 6711 名古屋支庖合 052・541・5700

やす δ ぎ と 安心 の 創 造 関西支庖 n 078-391-1651 広島支 庖 宮 082・245-3257 九 州 支 底 含 092-47刊 868 本 社 告 078- 333-4111

@， 650心035 神戸市 中央区浪花町15番 地 htt p://www.nozawa- kobe.co・lP

※ 意匠霊録出願中
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特 集「 再生・受け継 ぐ Ｎｾがる 」 協賛広告

工コマーク認定置敷ビニル床タイル
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私 の 空 間 作 法
2010 

回 調伝 11 ｾ＠ tll 会 ・ 会 員 作 & 特 集

作
ロ

口口
一
募集

「建築と社会」平成2 3年 1 月号の

「第 1 7回会員作品特集号“ 私の空間作法"J

「建築と社会J 1月号では会員作品発表の場として、“第

17回会員作品特集号・私の空間作法" を企画しております。

対象は、建築、ランドスケープデザイン、インテリアデザ

イン、まちづくり、アート等、建築に関わるすべてとし、

表現方法は、写真、CG等の別を問いません。

みなさまの個性あノS¥れる作品の応募をお待ちしております。

※  

. 提出資料

作品は、竣工作品、計画案を問いません。下記要領に基づ

いてお送り下さい。

1  . 写 真 外 観 内 観 ディテー j レ模型写真等のプリ

ン卜

Ｈサイズはキャビネ判程度 、 ＵｾＶ 枚Ｉ

2. CG等 パ ー ス、コンセプト図等

( パースの写真撮影等は致しかねますので、

印刷原稿となる状態でお願いします)

3. 概要作品名称、所在地、設計者、施工者名、建築

面積、延床面積、構造規模、工期など。

4  説明文作品についての考えを300字程度にまとめて

下さい。

- 掲載に際しての補足

1  . 掲載料は無料です。誌面は白黒ぺージとなリます。

2. 写真の撮影者名は必ず付記願います。

写真に著作権等が生ずる場合は、応募者にて処理願い

ます。

3  掲載頁数は、原則として 1社 ( 1人) 1頁とします。

また、 8月末までに竣工予定の作品を掲載希望の場合、

写真等の原稿期日は配慮致しますので、ご連絡下さい。

4  建物の特徴や特殊な事柄については簡単な補足説明を

お願いする場合があります。

5  作品の掲載JII貢及び誌面レイアウトを含む特集全体の構

成は、委員会にて担当致します。また、応募作品多数

の場合等は、編集の都合により掲載できないこともあ

りますのでご了承下さい。

・原稿期 日及び送付先

1 期 日 2010年9月30日( 木) 必着

2  送付先社団法人日本建築協会編集委員会

「会員作品特集号」係

〒540-6591 大阪市中央区大手前1丁目7番31号

大阪マーチャンダイズ・マートピj レワ階

TEL. 06-6946-6981 FAX. 06-6946-6984 

建築と社会 ・2010.8 1  



制 日本建築協会東海支部

復活50周年記念講演会

建築と都市の

未来を語る

東海支部が復活して50年。

日本の都市は・.. 

東海地方における名古屋は・.. 

われわれは、新しい時代の都市

モデルを描けるか?

日本建築協会

会 血

宮田

と き 2010年 10月2 日 (土)

14 :  00- 16 :  30 

(13:  45開場)

ところ。電気文化会館 5 階

イベントホール

名古屋市中区栄2-2-5

TEL052-204- 1133 

入 場 無 料

定 員 250名 要 予 約

( 日本建築協会東海支部ホー

ムページ http:// www，aaj -

t okai. jp/) 

問合せ 日本建築協会東海支部大木

(TEL052-261- 1451 ) まで

[スケジュール]

詳細は ・基調講演14: 05- 15:  10 

日本建築協会東海支部ホームページ 「都市の拡大から集約へ

http:// www.aaj -tokai . jp/  ー インテンシブ ・シティーJ

をご覧ください。 講 師 若 山 滋 (中京大学客員教授椙

2  建築と社会 ・2010，8

山女学園大学客員教授

国対談15 ・20- 16 : 20 

150年後の建築、都市はどうなるのかJ

若山滋x 水尾衣里 (名城大学人間学部

教綬)

若山滋 (わかやま しげる)

1969年一東京工業大学建築学科卒業

1974年一 同大学院博士課程修了

工学博士

1974年→槻久米設計勤務

1983年一名古屋工業大学助教筏

1989年一名古屋工業大学教綬

2010年一現職

- 水尾衣里 (みずお えり )

大阪芸術大学建築学科卒業、関西大学

大学院工学研究科建築学専攻修士課程

修了

名古屋大学大学院工学研究科建築学専

攻博士後期課程満了 工学博士

1990年一名古屋女子文化短期大学勤

務

2004年一 名減大学人間学部助教綬

2010年一名械大学人間学部教綬



建築

Ar chi t ec t ur e a nd Soci et y 

2  0  1  0  

NO. l 061 

日本建 築 協 会 8  
. 特集予告

9 月号/ 第57回膏年妓術 者

10月号/ 建築ス トック社会の現在と今後

編集委員会(平成22年度)
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発 行 人 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

発 行 所 社 間 法 人 日 本 建 築 協 会

大阪市中央区大手liifl-7- 31
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特集・再生・受け継ぐ・繋がる
ro 

a. . 総論

京都から一 “ つなぐ" I時代のまちづくりデザイン ・三村浩史

. 各論

歴 史的建造物の保存修理と今後の展望・平井俊行

まちづくりと連携した市街地型住宅団地再生をめざして

一 京都堀川団地における取り組みと展 望 - ・高田光雄

再生 ・受け継ぐ - 繋がる・上杉秀隆

京都の者11市景観を色彩の側 面から・村上幸三郎

庭園の再生 長岡天満宮 『錦景苑』 ・山田昌次

曳山から考える伝統木造建築の耐震性・西海期日

ものづくり都市 ・京都まちづくり工業教育から・道越隆夫

日本的な空間への試み・馬庭稔

伝統木造構 法を未来につなく・木下孝一
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会告 第17回会員作品特集号“ 私の空間作法" 作品募集

同 日本建築協会東海支部復活50周年記念 講 演会 建 築と

都市の宋来を語る

作品作風 京 都 府家庭 支 援 総 合センター・ 京都 府東 山警 察 署 庁 舎 4

。

(/) 

(/) 太陽生命京都ビル

南泰裕研究室・国土舘大学理工学部建築学系

気配の形成・山口尚之

「京都市建築物安心安全 実施言十画」 の策定・高木勝英

L E DH日明の普及状況と今後・竹中祐二

南海ビルディング[ 南海ビル] ・山形政昭

6

-

o

o

-

m
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刀

一

刀

一
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の

研究の風景

g all ery 

法令コーナー

設備の頁

再 三主
ロ)L，;

関西近代建築

」

コ

(1) 

このまちが、好き 雑多な風景と小さな寄り合い場

ーカマン ! メディアセンターの日常・平川隆啓

関西の建築界 中西重裕・古谷隆祥

群像

i nf ormat i on r札幌聖ミカエル教会とアント二ン・レーモンド展j 一三重 40 

大学レーモンドホールと木造モダニスr ムの系譜ー 展示会

rENE- WAY2010J 開催. UCFA設立記念企画第 1回ニッ

ポン建設映像祭. 竹中 大工道具館開館25周年記念巡回

展 棟梁 ~堂宮大工の世界- . r新発見 lなにわの考古学

2010J. r大和百景一館蔵品で巡る奈良 ・大和路- J きる、

折る、建てる飛び出せ紙ワザ茶谷正洋 ・亜矢折紙建築

展デイヴィッド・アジャイ展OUTPUT. 松伯美術館 「未来

へつなぐ花鳥函J 日米メキシコ交流400周年記念 「古代メ

キシコ・オルメカ文明展マヤへの道J . 2010イタリア・ ポロー

ニャ国際絵本原画展と 〈特別展示〉タシエス 兵庫県立

美術館で「水木しげる ・妖怪図鑑」

月間の動き 平成詑年 6 月分 43  

37  

υ  
38 

υ  

」

ω  

本 文 デ ザ イ ン 日 偏 普 丸

。

ro 

今月の表紙

企 画 問，剣 一 博 企 画 写真 ・デザ イ ン 花 城 辰 男

~涼むまちなみ~

江戸 時代に茶庖や見世物から発展した川床は、 明治に入ると、川 の浅瀬の真上

や械の下などへも範 囲を広げたとL 、われます。

治水工事により高床形式のみが主流となった現在も、河原で涼む風習は受け継

がれ、「仮設的な奥庭J となってL、る点が興味深L立乙ろです。 (間淵一博 )

京都市中京区橋下町

c  

」

理策と社会 ・2010.8 3  



所 在 地一一一一京 都 市 東 山 区 清 水4- 185- 1他

敷 地 面 積一一一一家 庭 支 援 総 合 セ ン 安 一 : 4，076. 09rr( 、東 山 警 察 署 庁 舎 : 4，970.53rr( 

建 築 面 襖一一一一家 庭 支 援 総 合 セ ン タ - :  2，442.52 rr( 、東 山 警 察 署 庁 舎 2，576. 84 rr( 

延 床 面 積一一一一家 庭 支 援 総 合 セ ン 安 一 5，770.39rr( 、東 山 警 察 署 庁 舎 6，096.41  rr( 

構 造 規 模一一一一家 庭 支 援 総 合 セ ン 合 一 円C 造、 地 上 3 階、東 山 警 察 箸 庁 舎 R C造 一 部S 造 、地 上 2 階、地 下 1 階

工 期一 一 一2008年 10月 - 2010年 3 月

最 寄 駅一 一 一京 阪 清 水 五 条

撮 影一一一一酒 井 文 明 ( SS大阪)



由甲

建 築 主 京 都 府 ・ 京 都 府 警 察 本 部

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

監 理 ゅ う 建 築 設 計

施 工 建 築 公成 、ディー ・工 ・シ一、日産特定建設工事共同企業体

電 気 . 岡 崎電工 、 昌和電 気 機械 . 影近 設備、 日本管工 業

京都府家庭支援総合センター

京都府東山警察署庁舎

- 全体言|画

老朽化、狭陰化による移il伝建替を行う東山答察署、および家庭問題に |刻する総合

的な支援機関として、各相談所を統合した家庭支援総合センターとの合同整備計

画である 。聞かれた答聖書とプライパシーを最重要視する支援センターという相反

する性絡を L、かに併存させるかが汲大のテーマである 。前庭を設け、エントラン

スの正対を避けるとともに、前庭~ピロティ~エントランスの構成とすることに

より、視線の交錯を和 らげている 。

敷地は京都市の歴史辿EE型美観地区であり、最高高さ 12 M、すべての建物に原則

瓦屋J恨をかけることなどが義務付けられている 。奇をてらうことなく、紫観規制

と施設機能の融1¥合を図り、今後継承されていくべき都市景観の先導的役割を果た

すことを目指している 。 (中村文紀)

・家庭支援総合センター

家庭支援総合センターは、家庭問題に| 刻する総合的な相談支援機関として、児童

相談所、婦人相談所( 配偶者暴力相談支援 センター) 、知的障害者更生相談所、

身体障害者更生相談所の相談機能を統合し、母子生活支援施設( 東山ファミリー

ホーム) を併設する 。併せて少年非行等の相談機能強化を図る聖書察本部の少年サ

ポートセンターを盤的するものである 。利用動線や見合いなど施設それそーれ特有

のセキュリティやプライノ T シーにきめ細かく百i : l l. ¥¥t、した。内部空Il jj は安らぎ、? 品も

りのある「住j としての質感、スケール感の創出を図った。 (敷野由紀子)

・東山警察署庁舎

東山警察箸の設計テーマとして、「力強い聖書察J と 11淵かれた瞥察」の両立を掲

げている 。府民の利便性向上、警察活動の効率化を図るとともに、京都有数の観

光地、歓楽街を管轄するにふさわしい高機能庁舎を目指すものである 。本体tJ!、

付属建屋も含め、全ての建物にいぶし銀の瓦屋根をかけ、古都にふさわしい群造

形としている 。原則金ての窓に木質感のある格子を設置し、防犯、プライパシー

および景1mに配慮、した。 11溜にゆったりとしたピロティ空間を設け、エントラン

スを配し、 11) 日かれた警察」を 印象づけている 。内部では、パリヤフリー基準を

遵守し、来庁者と職員の動線を明礁に分離するなど使いやすさとプライパシーへ

の配慮、を徹底した施設計画としている 。 ( j 藤村 禎)



子、~
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街 と繋がる建築

事業主にと って 2度目の? l J ! て硲えとなる今回は、 Wf J[ IJI務地をJ : : : t ぃ足しての新築工事である 。

il l匝iに|探して、 地域にとってこれからも良き |隣人でありたい、また# ばれる新築としたい、

の 2 つの願いが伝えられた。同H寺に、 'IC業主にと って全国でII !E- の地下鉄述絡 1- 1を有するピ

ルである司王、烏丸仏光寺交差点に立 地 する Ｇ ｊ ｾ 、これら Ｒ つの特性を十分に利した計画が求め

られた。

新しい景観条例により、大通りに面するビルはその背後で高さ 15m以下の街並みと隣り合う 。

角地に建つ条件では、大通りのファサードがそのまま廻り込むと、 |燐り合う街並みと大きな

断絡が生じると考えた。オフィスピルとしての品絡と街並みとの調不nを実現する事で、事業

主の期待に応える事を目指した。

東fJII Jl 鈴地のIIIJ 屋の屋根軒先と 正5さを揃えたラインを境に、高層部と 低用問fl で災なる役割を与

えた。高用部はタイル張りのl l i ' と彫りの深いポツ慾とし、烏丸迎に而するオフィスピルの品

絡を表現し、同時に西而の熱 ｩｾＺｻ ｩＱ ｩ 低減に配慮した 。

低層部は通りのスケールに応じたI1ri 作りとした。事業性との天秤の中、 2 層l次抜のエントラ

ンスピロティを敷地コーナ ーに設ける英断がなされた。そこに、 地下鉄述絡階段 - ピル玄関

l 階貸室玄関 . 2階貸室専用階段の 4 つのアクセスを集約し、立地特性を特徴と魅力に転化

した。
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建 築 主 太 陽 生 命 保 険 株 式 会 社

設 計 ・監 理 大 林 組 大 阪 本 庖 一 級 建 築 士事 務所

施 工 大 林 組

太陽生命京都ビル

仏光寺通に而して、 ＲＱｾ 皆への直通階段とテラス 、ガラス張りの喫煙室、消 防協議により 実現

した透明な 地 下鉄述絡階段、見詰ルーパーで悲 ｩ われた盟主輪場など、小さなスケールのｾｾ憶を配

置し、古い街並みの持つスケール感に配慮した。一方、 烏丸通で、は、日 ;;it の往来が多いため

l 階ガラス而を後退させ、逆に 21街のガラス面を張り 出す ことで、歩行者同線での強い印象

を与えると同H寺に、貸筆の眺望を 向上させている 。 また、エントランスピロティは、狭く交

通iEの多い仏光寺通への抜け道や信号待ちの場所として開放され、利便性と安全性の向上 lこ

寄与している 。

奇をてらった表現よりも、街との燃がりを丁僚に読み解き 、コ ミュニティの一部として役割

を果たす事が、この建築に求められていると信じている 。 ( 井上総祐 ・4公;11二立 l凋/ 大林組)

所 在 地一一 一 京 都市下京区烏丸仏光寺

敷地面積一一一 787. 71m 

建築面積一一一- 675.5 3 m 

延床面積一一一一5，765.5 4 m

構 造 規 模一 一 一S 造、地 上 8 階、地下 1 階

工 期一一一一2008年 8 月- 2010年01月

掘 り 駅一 一 一地下鉄四条駅

撮 影一一一一河合止揚 けヲ卜リエリ ベラ) 寺嶋健 ( 55大阪) ※

τ三三

'  配 置 図 兼 1 階平面図



国際展覧会からのスタート

国士舘大学南研究室は、2007年 4 月に

スタートした、建築意匠 ・計画系の研究室

である。開設早々、国際展覧会への参加に

恵まれ、所属する学生たちとともに海外へ

と渡り、のっけから濃密な研究室活動が展

開されることになった。2007年の 5 月か

ら7 月にかけてポル トガルで開催された、

リスボン国際建築トリエンナーレである。

との国際展で私たちは、名古屋工業大学

北川研究室を始めとする他大学の研究室や

建築家、アーテイス トなどとともに、「ア

ーバ ン ・ヴオイ ド」 という共通テーマのも

と、日本セクションの l チームとして 2 ヵ

月にわたり参加 ・展示を行った。私たちの

研究室は、乙乙で < 多数性としての東京>

というコンセプトを立て、東京の都心から

様々な要素を抽出し、それらを重ね合わせ

て行く先で、あたかも星座のようにち りば

められた、多次元的な「ア ーバン ・ヴォイ

ド」の様相を浮かび上がらせてみた。

研究室のメンバー全員が、 10日間あまり

にわたってポルトガルに j幣在し、アルヴ、ア

ロ ・シザが設計したポル トガル ・パヴィリ

オンで展示をさせていただけた経験は大き

かった。ここで海外の多くの人に鑑白いた

だき、評価していただけたことは、私たち

に確かな手応えをもたらしてくれた。との

時は同時に、リスボン工科大学と国際合同

ワークショップを行ったり、ポル トガルの

2  リスボン国際建築 卜リエンナーレ展の会場風景

俳 侮 ｾ 固
軒並車以

事F 鳳守

1  研究室の集合写真

現代建築を見て回るツアーなども同時に企

画したりと、研究室の活動としては、と れ

以上にない豊かなスタートを切った。

さらに帰国後には、新宿パークタワー内

にある 「オゾン」の展示スペースにて、 他

大学や建築家、アーテイス トたちとともに帰

国展を開催し、新しいコンテンツを加えた

総合展示を行った。新宿パークタワーが丹

下健三の設計であるととを思えば、アルヴ

アロ ・シザと丹下健三という こ大巨匠建築

家の建築作品内で展覧会をさせていただけ

たことは、またとない希有な体験となった。

乙れらの活動はその後、トリエンナーレ

の公式ガイドブックの他に、 Wl O+ 1 .!l 48 

号 (I NAX出版、 2007年) や 『空想皇居美

術館.!l ( 彦坂尚嘉 ・五十嵐太郎 ・新場学編

著、 2010年) にて、活動内容の一端を掲

載いただき、研究室活動の端絡を示唆する

ことになった。

都市へのまなざし

私自身は、京都大学を卒業した後、東京

大学大学院の原広司研究室に進学し、そ乙

で修士課程と博士課程を過ごしながら、都

市と建築をめぐ って、原先生から多くを学

んだ。大学院時代には海外の集落調査に参

加する傍ら、有志の研究者たちと都市の調

査や研究会など、を頻繁に行っていたが、何

よりもこのときの最も大きな衝撃は、原先

生の、都市に対する独自の思考に触れたこ

とだった。

進学して初めての研究室会議で、「対象

よりも方法なのだ」と先生が強い口調で語

ったことに、まずもって強烈なカルチャ ー

ショックを受けた。そして、 他の誰よりも

3  r多数性としての東京」概念図

建築と都市から遠い場所から、それらを鋭

く逆照射する原先生の思考方法には、常に

驚かされ、刺激を受け続けた。

「住居に都市を埋蔵する 」 という原広司

のフレーズが、そう した思考方法の独 自さ

をすでに 卜全に語っているが、原先生は、

情緒的な視点から都市を主観的に語るので

はなく、そう した ことの意義を知悉した上

で、都市自体をあたかも鉱物の塊を分析す

るように、冷えた透徹 した視線で捉え直そ

うとしていた。言わば文学と工学者E併せ持

ったその複眼的な思考法に、私自身、その

後大きく影響を受けるととになった。

そうした蓄積の延長で、大学院時代より

関心の照準を当てていた、「社会組織と し

ての都市」というまなざしを進展させ、 小

都市やコンパク トシティ、あるいは都市空

閥単位というものが、私たちの研究室にお

ける研究テーマ群として掲げ‘ られている。

これらは主として東京を対象としており、

例えば新宿における広場的空間の研究や、

千代田区におけるアーバン ・ヴォイ ドの研

究、あるいは東京における集合住宅の研究

などがこれまで進められてきた。

こうした東京研究と同時に、海外の都市

( リスボン) や地方都市 (j 11越) 等も視野

に入れ、実地調査を踏まえつつ、「メガロ

ポリスに対置する、小さな都市のあり方」

という研究主題をより幅広く追究 していく

ことに主眼が置かれている。

2009年度からは、これらに加えて、都

市への地理学的アブローチによる研究者E試

みており、昭和女子大学杉浦研究室、およ

び日本大学山中研究室との合同ゼミによ

り、「地形としての東京」という視点から

共同研究を行った。乙のときの成果は、 B

本建築学会の 『建築雑誌、.!l 2009年 10月号

にて、「東京新地形論」という特集の形に

まとめられている。

建築デザインへの参画

都市へのまなざしが事物の抽象的読解で

あるとするならば、建築の創造は事物の具

体へと肉薄し、空間の成り立ちを細やかに

4  リスボン建築 トリエンナーレの帰国展



解きほどいていく作業である。 乙の両輸を

もって初めて、都市と建築という こつの次

元を横断し得ると思うが故に、私たちの研

究室においては、「建築を創ること」の手応

えを、絶えず確かめるととを意識している。

そのため、アイデアコンペや実施コンペに

コンスタントに応募し続けており、 学生に

よる自主的な コンペ参加も推奨している。

また、私自身の建築設計プロセスを解説

しながら、住宅の現場見学会や建築見学会

等を積極的に行うととで、「モノとしての

建築の確からしさ 」へと絶えず立ち戻り、

建築意匠論を探求する手助けになるととを

考慮している。

そうしたスタンスのもとで、年に数回程

度、研究室にてオープン ・コンペに参加 し、

敷地調査からブレーン ・ス トーミングを経

てコンセプトワーク、スタディ、基本設計

からまとめへと至る一連の涜れを学習する

ことで、建築をめぐるデザインカを鍛え、

発想の展開力を絶えず トレーニングするよ

う、心がけている。

こうしたコンペとは別に、より身体に即

したデザインの技法として、 竹や段ボール

など、をイ史った、セルフビルドによるオブジ

ェの制作やワークショップも随時行 ってお

り、 「空間的なアイデアを、いかにモノへ

と転写させ、実現さ せるか」 という建築デ

ザインにおける基本的な課題に継続的に向

き合っている。それら諸々の延長で、とれ

までに、建築家による作品の空間分析や、

仮設建築の研究、京都における町家の意匠

研究等が、建築意匠の研究論文と して生産

されている。

乙のように、都市と建築の両面に触れる

ととで、建築の 「理論と実践J ( またはア

7  

6  

ルケーとテクネー) を強靭に架橋する力を

身につけ、それを社会へと投企して、「社

会の中の、モノとしての建築」 という手応

えを感じ取るとと。そのことが、私たちの

研究室においては求められている。

近年は特に、環境を主題とした建築空間

の創作や、 リノベーションを考慮した建築

空間のあり方が、富みに重要視さ れるよう

になっており、そうした観点から研究室で

応募したコンペ案が、入賞したりもした。

今後はますます、その ような環境論的で操

作論的な建築の創作技法が、研究の対象と

なっていくものと予測される。

I也1或とのかかわり

私たちの研究室活動の主軸をなすもう 一

つの特徴は、開設以来、 地域とのかかわり

を通じた活動を、継続的に行っているとと

である。その一つは太宰府建築ワ ークショ

ップで、これは九州の国士舘大学太宰府キ

ャンパスにて、毎年夏に行っている、地域

交涜の活動である。私たちは毎年、学生た

ちと福岡および太宰府を訪れ、地元の方々

や子供たちをキャンパスに招いて、竹や段

ボールを使った制作物を協働で作り、それ

らを披露する、というイベントを行ってい

る。東京からすれば遠隔地であることから、

活動を継続するにはいろいろと大変な面も

多いが、とこ数年は九州大学を始めとする

大学の先生や地元の学生も参加して下さっ

ており、ささやかながら地域交流と振興の

一助となれば、と考えている。

2009年度には、自治体からのお誘いを

受けて、東京都町田市でのまちづくり活動

に研究室として参加した。 乙のときは、町

田市の玉川学園地区を対象に何度かのフィ

「東京新地形論」における、渋

谷の仮想地形のイメージ

6  佳作入選した、 Energy Leaves 

という環境ユニットの提案

7  r市原市水と彫刻の丘」コンペ

実のドローイング

8  r市原市水と彫刻の丘」コンペ

案模型

9  太宰府建築ワークショップの活

動風景

10 町田市まちづくりにおける空

間アイデアの提案

11 町田市まちづくりにおける、

マスヲープランの提案

一 ι ｾ 且 上 ヱ ｆ 酔声
1 生J ・』

9  10  11 

ールドワークを行い、地元のまちづくり団

体のみなさんと交涜しながら、まちづくり

のための様々な空間的提案をさせていただ

いた。おかげさまでこれらの提案は、 |町田

市全体の発表会において、地元のみなさん

にもそれなりに評価いただくことができ

た。 この、 111] 田市におけるまちづくり活動

への参加は、自分たちの研究活動が机上の

空論のみで終止 しない可能性を与えていた

だけたという意味で、きわめて有意義な経

験だった。

さらに 2010年度からは、研究室活動の

一貨 として 「建築系ラジオ」というものの

配信と交涜に、積極的に参加している。 こ

れは、仙台 ・東京 ・名古屋 ・九州と日本の

各地にいる建築家や建築研究者が主要なネ

ットワークを作り、ポッ ド、キ ャストによる

音声配信を しているインターネット ・ラジ

オである。乙の建築系ラジオでは私がコア

メンバーの一人になっていることから、学

生たちにも地域との交涜に参加してもらえ

ば、と思い、とれまで様々な試みを行って

いる。結果、はからずも建築系ラジオは、

日本のあらゆる地域との交涜を行う媒休と

なりつつあり、大学と世代の垣根を越えて、

今なお緩やかな広がりを見せている。

凝縮と拡散

振り返れば、その起点において海外へと

飛び、国際展を通して様々な人々との交涜

から研究室活動が始まったことは、象徴的

なできことであったように思う 。そのとき

の流れが、現在は建築系ラジオという形に

なって継続しており、それは「より遠く、

より広く」という遠心力に応じた、拡散へ

の志向と言える。

しかし一方で、建築を生み出すには、そ

こに込める強度がきわめて肝要であること

も、また真実である。多くの雑音を遮断 し、

思考を研ぎ、すませて新しく発見的な概念を

生み出し、人の心を打つような、未だ見ぬ

空間を現出させるとと 。建築空間の創出に

立ち会っ ている瞬間には、誰もが何かしら

そうした手応えに触れている。それは、 「よ

り深く、より濃密に J という求心力に基づ

いた、凝縮への意志と言っていいだろう 。

その、凝縮と拡散の絶えざる往還運動か

ら、建築を通して、世界に行き届く知の切

片を、わずかでも生み出そうと思考/ 試行

し続けること。

私たちの研究室は、これまでもこれから

も、そうした活動の協働者が集う、豊かな

創造の場所でありたい、と思っている。

( 文責. 南泰裕)



気配の形成

建築家

山口尚之

山口尚之 ( やま ぐちなおゆき )

1967 京都市生まれ

1993 東京工業大学大学院建築

学専攻修了

- 99 ワークステーション勤務

1998 タステン共同設立

2002-03 文化庁派遣芸術家在外研

修員として、荒川修作+

M. ギンズ (ABR F) に師事

2006- タステンアーキテケy 主宰

w w w.t ast en- arch. com 

都心に建つマンションの一室を美

成クリニックに改装した。 待合→診

察 ・施術→洗顔→エステ→ロビーとい

う一連の流れの中において、待合室と

ロビーの墜を曲面にすることでうまれ

るスペースが、 スタ ッフや患者同士の

視線を緩やかにさえぎりながらも適度

な距離感でつなげている 。

10 建築と祉会 ・2010.8



再生・受け継ぐ・繋がる

「伝統j は絶えず創造を加えながら 受け継ぐととといわれますが、京都ではその実E剤列

の多さに驚かされます。

次代に伝えようとする使命感の強さや、形になったとき、革新され、工夫されたあとを

発見して、深く感じ入ります。これは多くの方の認識でもあろうかと思い、京都支部特集

を企画するにあたってのテーマとしました。ただし、テーマのなかに「繋がる J を加えて

います。日本的建築は自然との調和、絶妙のバランスからうま れたと思 っていますが、自

然以外に周辺の街並みや地域社会との調和 ・バランス= 繋がるも大切なキーワードだと考

えてます。

全国の皆織に、京都からの発信を爽やかに受けとめていただけましたら幸いです。

京都支部長上林研一

. 総論

京都から一“ つなぐ" 時代のまちづくりデザインー・三村浩史

- 各鵠

歴史的建造物の保存修理と今後の展望・平井街7

まちづくりと連携した市街地型住宅団地再生をめざして

ー京都堀川団地における取り組みと展望• . - - : : . e両国光雄

再生・受け町 ・繋がる・上杉秀隆 1

京都の都市景観を色彩の側面から・村上幸三

庭園の再生長岡天満宮 『錦景苑』・山田局次

企画 制 日本建築協会京都支 ll W持別編集委員: 上林研二・111聞昌次・長瀬博一・山口 ｉｾｊ＠

( t l 詰影: 花城辰男)



京都から

- “ つなぐ" 時代の

まちづくりデザイン-

。ゆ京都市景観・まちづくりセンター理事長

京都大学大学院名誉教 授

三村浩史

12  建築と社会 ・勾 10.8

いま、 地域まちづくりの世界では“ つなぐ"

というキーワード. が流行っている 。既成の人

間関係や共同規範の希薄化に対して、現代の

ネットワークを活かして新しい共生と協働の

関係を構築しようという意識がその背景にあ

る。

京都市住宅マスタープラン( 3月) は「京

都では人と人がつながり、自然を生かし、良

L ミものを見極め、大切に守り、手入れをしな

がら積み重ねられてきた住まいやまちの文化

があります」として、「人がつながる、未来

につなぐ京都らしい住まい ・まちづくり」を

方向付 けている 。

また、日本建築学会大会 (9 月) でも、メ

インテーマは 『つなぐ- k : 経承と創生J である。

「建築をよりよい方向へ導き発展させるため

に、先人たちの築いた建築と文化をしっかり

と除勧珂し、絶えることのない「創生j の

力で未来へ 「つなくつことを考えていきた い。

「つなぐj とは、歴史をつなぎ、 地域をつなぎ、

ひとをつなぐこと 。とれまでの専門家を中心

とした建築学会の活動を社会に向けて広げ、

オピニオンリーダーとしての役割を存分に活

かし世代をつなぎ、市民と専門家をつなぎ、

高度成長やバブルのH寺代、 11町家は形もセン

スも異質なビルやマンションに取り替わって

きた。新景観政策の下では 「京都らし Lリ 「京

町家風」を取り込んだデザインが目だってき

たが、似て非なるものも少なくない。はたし

て未来はどう描けるだろうか。

・「京都景観Desi gn Gui de BookJ  

行政の基準にパスすることが本質ではな

い。「建築家 ・建築技術者はデザイン ・ワー

クに熱心だが、その前に、もっとデザイン・

スタディにH寺問とエネルギーを充てるべきで

ある 。もっと考え、悩まねばならな L づとし

て、京都の建築設計監理協会 (32設計事務所

の集まり) が、乙の 3 ヵ年間の研究成果をテ

クストにまとめている 。

「美しい建築 ・美しい京剖リをめざしてデ

ザインするための作法と知識、 地域共生の設

計、それに持続的な継承のために維持管理へ

の配慮、もふくめて読みやすく編纂されてい

る。これなら建築主、施主、住民をつなぐ学

習テクストに用いることができそうだ。

私の実感のひとつだが、来Ii 景観政策でビル

の屋上広告物が撤去されてみても、 何 か百 ｾ｜Ｈￊ

さが残る 。機器置き場や倉庫、無造作な塔屋

建築の各分野をつなぎ、次の世代への展望を など、長い問、建築家も施主も、 町並みのス

大いに語り合いたLリと、私たちに自党と行 カイライン、周りの山並み、天空との付 き合

動を促している いを忘れてきたようだ。本質的なデザイン ・

・京都の歴史的景観をつなぐ スタディのテーマにしてもらいたい諜題のひ

世界遺産や文化財に指定されている建造物

やサイトは、法人や公共により保謎されてい

る。まわりの三山も自然緑地地区等として保

全されてきた。 さらに2007年の新景観政策

は、都市空間の在りょう全体を公共資産とと

らえ、かつ地域別の景観特性について「山麓、

山並み背最、旧市街地、岸辺、歴史浩産、沿

道」など美観地区を 6つの類型化で示してい

る。また盆地景で大切な眺めについても 「境

内、通り、水辺、庭園と借索、 山並み、象徴

的ランドマーク、見H青らし、見下ろし」など

の 8つの類型を示している。

この結果、京都の未来のためのく大景観〉

の枠組みがほぼ設定された。 しかし通りや街

区などのく中景観〉、さらに個々の建築物群

を身近に感じるく小景観〉にいたるまで、い

かにデザインされるべきかは、乙れからの課

題である。

とつである 。

・地域ごとのまちづくり物語

京都の者1¥市空間は単一で、はなくて、そ れそ守

れの特色ある地域によって構成されている 。

デザイン・ワークにあたっては、まず地域空

間が形成されてきた文脈= コンテクストをス

タディするととは必須だが、そのような情報

ファイルがすぐ入手できるわけではない。と

とろが、近年、元学区や自治会などによる、

それぞれの地域の再発見や記録活動が盛んに

なった。ローカルな史跡、行事、巡行道、仕

事場や語り部の訪問など、ワークショップ、

ガイドツアー、研究会などとともに大学 ・専

門学校の教員や学生もお手伝いして、 「まち

づくり物語Ji まちの絵巻・まちのかるたJi ま

ちかどアルバムJ 等が制作されている。

在来からの住民が減り、子ども数も少なく

なり、マンション等新しい住民が増えると、



どうすればまちの伝統を共有し次の世代の住

民にklT1 < できるかと p う危機意識がある。建

築サイ ドの人たちも 地域のこうした活動にも

っと参加し、地区計画や建築協定など貢献す

ることが求められる。美しい景ー観とは、 施主、

テナン ト、 事業者、住民が地域をどれだけ知

り愛しているか、暮らすことの作法やたしな

みを体得しているかによ って決まってくるか

らである 。そこで建築に関わる教育や職能に

もあらためて関われるのが歴史をつなげる解

読力と IIIJ 並みス トックの特性を生かすデザイ

ン技能そして地域サポートの力量である 。

・京町家を継承し創生する

平成19-21年度に実施 された市全域にわた

る京111] 家( 伝統的木造家屋) 調査の中間報告

(  7 月、京都市/ 例京都市景観 ・ま ちづくり

セ ンター / 立命館大学地理 学 教 室 共同調

査) によると 4 万 8千戸が数えられた。年平

均 2- 3 % ずつ減少している 。算術では30年

後に現存の町家が消滅することになる 。

ｉｉｉｊ 家 ｾｦ ｦ は、京の暮らしと都市居住の歴史を

第三に現代デマンドを織り込む次世代|町家

の創生である。低炭素化や長期耐用化住宅、

まちなか居住などのニーズからすると、新し

いl町家もやがて定型化されて持続的共生の姿

が描けるのではなかろうか。

私がいま心配しているのはもしもの時の災

害復興だ。狭い路地や図子、入り組んだ宅地

割り、 隅切 りの無い角地なども歴史的な意味

があるなら、それらを含む区画整理や法制を

どうするか、京都型の減災 ・文化継承型の復

興計画術も想定しておかねばならないだろ

つ。

- 市民、事業者、行政のパートナーシップ

学区、 11町内会、 地域グル ープに よる活動、

歴史文化- 水 と緑 ・京11町家 ・木造住文化など

の保全にかかわるさまざまなNPO活動、専

門家グループ、 職能団体や大学専門学校の参

加などによって、京のまちづくり活動はいま

多様で活気づいている。 このなかで( 財) 京

都市景観 ・まちづくり セ ンターは1997年の

発足以来、住民、企業、行政によるパー トナ

今に体現しており、 何百年も練磨さ れてきた ーシップのまちづくり活動を支援すべく、①

様式であり、京のまち景観の原風景である。 情報提供や研究開発、 ① よろず相談や専門家

かつ、今回の中間報告でも 、都心商家筋、染 の派遣、 ①景観まちづくり大学やセミナーの

織など、の地場産業地、邸宅地、近郷農村、街 開催、①学区などのコミュニティまちづくり

道筋など、その形象と分布が地域ごとに多様 支援、 ①町家ファンドに よる修復支援、 ⑤多

であるととが把握さ れたのも成果であり、や 様な団体聞の交流促進等を進めている 。また、

がてデーターベース化 された段階では、デザ こう した業務を通じて、まちづくりコーディ

イン・スタディや地区計画などにも役立ちそ ネーターの研修をおこなっている。 まち セン

うだ。 を媒介 として、 インフォーマルな人々、グル

町家群の今後について考えてみると、まず

第一に文化財や景観要素として、また IIIJ 家の

基本類型を代表する対象は保存さ れる べきだ

ろう 。第二に、 出来るだけ改修リニューアル

し、住み続けかつ住み継がれること 。それを

支える伝統的木構造の師協 ・防火・快適化や

それらの建築基準法をはじめとする制度対応

も、 NPOや大学の協力でとりくまれている 。

また、ストック時代にあ って、既存家屋( か

つては中古と H予ばれてきた) 物件の正当な評

価、お見合い情報化、不動産保証などの流通

化の取り組みもかなり広がっている 。さらに、

利活用の促進でも、これまでの届舗 ・ギャラ

リーなどに加 えて、リフォーム借家、サテラ

イト校、旅館、デイケアー福布団包設などへの

新たな活用が進んで、いる。

ープの新しいつながりが広がっている。

H宇年、世界記念物財団 ( Wo r l d Monume nt  

F und、NY ) は、京の110家1詳を消滅の危機に

あり保全すべき治産と認定し助成金の交付を

決定した。名だたる宮殿、寺院などに比べる

と小 さな単体だが、こ れは伝統的木造都市住

居を未来につなぐ多世代にわたる教育、技

能・技術開発、後継者育成などの取り組みが

世界的に見ても持続可能なモデルプログラム

であると評仰liされた結果である 。

( みむら ひろし)
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歴史的建造物の

保存修理と今後の展望

京 都 府 教 育 庁 指 導 部 文化 財 保護 課

平井俊行

14 遮第と社会 ・2010.8

- はじめに

京都府では、明治30年 (1897) に歴史的

な建造物に対する初めての法律である古社寺

保存法が制定されて以来、今日まで100年以

上にわたり国宝 ・重要文化財等の保存修理事

業に取り組んで、きている。 この事業は日本の

財産である貴重な文化財建造物を良好な状態

で後 |立に伝えることにより、国民の文化的向

上に資するとともに、世界文化の進歩に貢献

することを目的としている 。 さらに近年は、

文化的景観や歴史的風致が注目され、文化財

建造物はそれらの核としても、益々重要性を

増してきている。そこで、京都府教育委員会

で実施している保存修理について紹介した

p 。

- 破損状況の調査、修理計画の立案

一口に修理と言っ ても、建造物の傷んでい

る場所や程度でその方法は異な ってくる 。修

理方法は次のようにいくつかに分類できる。

国庫補助事業として実施される保存修理は、

文化財所有者が事業の主体となり、文化庁に

申請書を提出するが、京都府はその事業全体

を受託するととにより実質的に修理を進めて

L ミる 。特に解体・半解体修理を実施する際に

は、修理事務所を梢え、技術職員を ｾｖ 易に常

駐させている。平成22年 6 月mt王5 ヵ所の修

理事務所を構え、 12名の技術職員が従事して

いる。 さらに l屈託員として大工 ・建具工を直

接雇用しており、現在11名が 4 ヵ所の保存修

理に携わっている。 この技術職員と l属託員で

共同して調査・解体 ・組み立てを進めること

が、質の高い修理を行う上で、京都府のひと

つの特色とな っている 。

さらに l屈託員以外の作業( 左官 ・屋根葺き

[ 瓦葺き工 ・格皮、乙けら葺き工] ・彩色工等)

については、重要文化財建造物保存修理工事

競争入札参加資格要綱( 平成21年 6 月19日

付け 京都府教育委員会教育長告示第12号)

を定め、工事実紛 ・技能者の経歴 ・重要文化

財建造物の修理ができる高度な技術の有無の

3 点について審査を行い、各分野に精通した

歴史的な建造物の修理を手がけてきた技能員

を直接雇用している企業に入札参加資絡を認

定し、競争入札を実施し、落机諜者と工事請

負契約を結び、修理を進めている 。

ととでは、木造建造物の解体修理を例に説

明する。修埋の前には建造物の寸法や破損の

状況を調査し、これをもとに修理方法 ・期

間・進め方・費用などの修理計画を策定す

る。匡|宝 ・重要文化財の場合、修理計画は、

文化庁・所有者等と協議の上決定し、その後

修理に着手する。修理は長島最の建設から始

まる 。素屋根は建造物を雨や風から守るほか、

解体・組み立ての時の足場や、材料の保管・

加工の場所として使われる 。

解体修理 : 建物のすべての部材を解

根 本 体し、再び組み立てる修理

修 理 半解体修理 : 柱などの車，11部の一部を解

体せずに行う修理

音1I分修理 : 木部や壁 - 建具など建物

の一部について行う修理

屋根ふ葺さ替かえ . 屋根ふき葺材のふ葺き替

維 持 え及び乙れに関わるのじ

修 理

野地等の・う補漆るし修塗をり行う修理

塗装修理 ・丹たん塗 り 等の塗装

や彩色の l剥H 落ら〈 止めなどを

行う修理

」 一 一

一

- 建造物の解体

建造物の解体は、建てるときとは逆の順序

で、大工 ・屋根葺fl ni . 左官など専門の技能者

が、材料を傷めないように一つひとつ取り解

かぎり

いていく 。最初に建具や 鋳 金具 をはずし、

次に壁、屋根の} ' 頂で解体し、建造物を車，11組の

木材だけの状態にする 。車，" * 畳の木材は、上の

方から }I 阪に解体していき、最後に柱を倒す( 写

そ せ き

真 1 ) 。 このあと、場合によ っては礎石をは

ずすなど建造物の基礎までj蛇体する 。なお、

ばんづけふだ

すべての材料には番付・札と呼ばれる板札を

付けるなど、解体したあとでもその材料が元

あった場所がわかるようにしておく 。

写真 1 木部の解体

- 建造物の調査

建造物の解体と平行して、さまざまな調査

を実施する。文化財の修理では、建造物の歴



平成 8年に施行された国登録文化財( 建造物)

はすでに7，994件を数える状況にあり、今後、

とも相当な勢いで増加|していくことが予想さ

史や当 11寺の技術を知るための貴重な情報源で史的な価値を確かめ、その側値を損なわない

ようにする必要があるため、

れること 。二点目は、社会情勢の変化により、

あると考えているからである 。 このため、 ー

部が傷んでいる材料でもその部分だけ補修し

て再使用する( 写真 3 ) 。 どうしても再使用

できない場合に限り新しい材料に取り替える

この調査は欠か

すことができない重要な仕事となる。 まず、

建造物の細かい寸法や破損の状況について詳

しく調べる 。また、建造物がどのような架椛

になっているか、どのような技法によって建

乙れまでのスクラップアンドビルドの考え方

が、環境重視の観点から再利用に目が向けら

れるようにな っていること 。三点目は冒頭で

が、その場合でも元の材料と同じように伝統

的な技術を用いて加工したものを使う 。また、

新しい材料には、取り替えた時代がわかるよ

やきいん

うに焼印で年号を焼きつけておく 。

てられたのかを調べる。 さらに、建造物がい

もお話した文化的景観や歴史的風致 ・重要伝つ建てられ、いつどのような改造を受けてき

統的建造物群保存地区の制度の中で、点としたのかについても調査を行う 。調査結果は、

てではなく、面として歴史的建造物の保存が次に解体と逆の順番で組立を行い、必要に記録用紙や写真に記録していく( 写真 2 ) 。

こもんじよ

また、建造物だけでなく、古文書の調査や ますます必要となって来ている乙とがあげら

れる。
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必要な場合は発掘調査を実施することもあ

これらの歴史的建造物についても、 一定の

乙れま

での国宝 - 重要文化財建造物の修理を手がけ

修理の必要な状況にあると考えるが、

てきた技術者の数では、到底それらの設計監

理ができる状況にはない。そこで、より多く

の建築士の方にこれら歴史的建造物の修理に

関わっていただきたいと考えている。しかし、

文化財としての価値を残して Lぺ 調 査 ・設

ｾ＠

る。

ｾ均］一ー乱ム i w  

五!も

計・施工・修理技術 ・積算等は、現代建築の

部分的に繍修した部材

解体調査の記録用紙写真2

考え方や仕組みとは異なっている点を理解い

ただきたいと感じたからだ。平成22年度文化

庁では、 地方公共団体教育委員会が主催する

写真 3

- 記録の作成

修理の内容は、保存図と報告書という形で

園修理計画の再検討

調査結果をもとに修理計画を再検討する 。

歴史的建造物保存修理に関わる講習会の修了

者や登録有形財建造物保存修理の設計監理等

記録に残す。保存図とは、修理した建造物の

予想以上に部材の腐朽や破損が進行していた

場合など、当初の修理計画を大幅に変更する

乙ともある。この点が文化財建造物修理の大

の実績がある者等を対象とした、登録有形文

化財建造物修理関係者等講習会を実施すると

図面のととで、次回以降の修理の際の基本的

な資料となるものだ。保存図は、ケント紙に

からすぐち

烏 口や筆を用いて墨で仕上げている 。現在

ではC A Dを用いた図面や電子データでの保

きな特色となってL 唱 。上記以外にも修理計

画を大幅に変更する例として次のようなもの

聞いてる 。いずれ、歴史的建造物の保存修理がある。

について、これまで現代建築を手がけられて存ーも可能と考えるが、記憶媒体の変化が著し( 1 ) 建造物が後世の改造を 受けていること

来られた設言|関係者の方々に協力いただく 日いことから、中長期的な保存の観点から手書がわかった場合には、文化財的な価値

としゆき)(ひらい

は近いと感じている。

報告書は、修理の内容と調査の結果を文

章 ・写真 ・図面にまとめて本にしたもので、

保存図と同様、今後の修理で基本的な資料と

なるものだ。300部作成され、建築系の学科

がある大学や都道府県の中央図書館に寄贈さ

き図面にこだわっている。を高めるために改造前の姿に復原する

ことがある。

( 2 ) 建造物が構造上の欠陥を持っていると

わか った場合には、 現代の技術などを

用いて補強を行うととがある 。

( 3 ) 修理前の状態では建造物を活用してい

れ、様々な研究に役立てるための資料としてくことができない場合には、より活用

も活用されている。

. まとめ

今回、

できるように現代的な設備を取り付け

ることがある 0

・材料の補修と加工・組み立て

解体した材料は、 一つひとつその傷み具合

このような機会を頂戴し、文化財建

造物の保存修理について説明したことには理

由がある 。そのひとつは、国登録文化財等新

たに文化財建造物の範InJ i に入るものの増加が

を確認し、再使用するか取り替えるかを決め

15 

ある 。平成22年 6 月1 日現在、国宝 ・重要文

化財建造物は、 4，339件であるのに対して、

る。その| 際、文化財の修理では、もとの材料

をできるかぎり再使用することが原則となっ

ている 。乙れは、すべての材料が建造物の歴



写真 1 掘川団地の現況 (2009年)

固

まちづくりと連携した市街地型

住宅団地再生をめざして

- 京都堀川団地における

取り組みと展望

京都大学大学院教授

高田光雄

写真 2 堀川商庖街の開底

( 出典・ 『堀川商庖 街40年の歩みj 堀川商 j吉街協|

同組合)

16 建築と社会 ・2010.8

- はじめに

20位紀の後半、第二次一世界大戦後の復興か

ら高度経済成長を遂げたわが国では、その過

程で、人口の都市集中と住生活の近代化に対

応するため大量の郊外型住宅団地が建設され

た。周知の通り、今日、その再生は大都市圏

の大きな課題となっている 。そして、「団地」

再生は、深刻さを増している「郊外j 問題と

しばしば一体的に論じられてきた。

しかし、初期の住宅団地は、郊外ではなく、

都心、あるいはその周辺の市街地に建設され

ていた。また、当時、住宅と商業施設の併存

形式についても犠々な試みが行われていた。

その再生は、住宅と商業との関係、団地と周

辺地域との関係等に深く関わる。そのため、

郊外問題ではなく、「都心j 問題として論じ

られなければならないのである 。

もっとも、近年、郊外型住宅団地の再生に

おいても、住宅と商業との関係、団地と周辺

地域との関係等が重要であるといわれるよう

になっている 。市街地型住宅団地の再生は、

郊外型住宅団地の再生までを視野に含んだ課

題を抱えているといえるのかも知れない。

本稿では、こうした問題意識から、日本最

初の市街地型住宅( 下活必置き住宅) 団地であ

ると 言 われている京都の j加川団地をとりあ

げ、その再生の方向を採ってみたい。

・堀川団地の概要

1950年、戦後の住宅政策の主要三制度の

ーっとして、公営住宅法 (1951)、 日本住宅

公団法 (1955) に先立 って住宅金融公庫法

が施行された。

すほのように、国民が民間金融機関から住

宅建設資金を簡単に借り入れることができな

かったH寺代に、この法律に基づいて設立され

た住宅金融公庫の融資は、個人による住宅問

題解決に重要な役割を果たした。一方、住宅

建設資金の乏しい地方公共団体は、直接、公

庫資金を借り入れることができなか ったた

め、公庫資金の受け皿となる財団法人を設立

し、公的住宅供給を開始した。

明川団 地 ( 写真 1 ) は、こうした背最の下

で、京都府により設立された財団法人京都府

住宅協会が1950年から 54年にかけて京都府

とともに整備し た市街地型住宅団地である 。

豆地は、堀川通りの西側で、中立売通りから

丸太町通りまでで、北から、上長者町団地、

出水団地 3棟、 出水団地 2棟、 出水団地 l 棟、

下立売団地、植木団地の 6 団地が民有地を挟

みながら並んでいる 。「堀川団地J はこの 6

団地の総称、である( 図 1 、図 2 、図 3 、表 1 ) 。

全ての団地がRC造 3階建で、 l 階は庖舗

併用住宅( 上長者長団地のみj苫舗専用)、 2 、

3階は専用住宅となっている。 l 階の庖舗は

商庖街を形成し、開庖時には多くの市民が殺

到 し た ( 写真 2 ) 。現在は、いずれも京都府

住宅供給公社 (以下では公社) によって賃貸

住宅あるいは庖舗として管理されている 。

ところで、繍川団地周辺は、戦前までは「繍

川京極j と呼ばれた繁華街で、 町家形式の多

くの庖告il i併用住宅が集積していた地域であっ

た。 しかし、第二次世界大戦中、強制疎開に

よって掘川通西側の建物が極めて短期間に取

り壊され、延焼防止のための道路拡l隔が行わ

れたのである。敗戦後、旧J加川京極の人々の

復興の熱意に応えて、京都府および京都府住

宅協会は、防火帯ともなる RC造庖舗併用住

宅を計画、 市街地の住宅復興モデルとして

図的に注目を浴びたという経緯があった 0

・堀川団地再生に向けた取り組み

堀川団地は、築後30年を経過した1980年

代にな って、建物、設備等の老朽化が目立ち

始め、ｾて替えの議論が開始された 。 Ｑ ＹＹＰ

年頃には、住宅、庖合li ともに空家の募集停止

が行われ、入居世帯数や届舗数は徐々に減少

してきた。 しかし、この処置によ って尚庖街

の賑わいが薄れたのではないかという繭庖街

の指摘に対応して、公社は1997年より l 階

店舗部分の空家募集を再開、 2000年には定

期借家制度を適用した。とはいえ、その後も

建て替えの議論は進展せず、 具体的な計画策

定には至っていない。

2009年 4 月にな って、京都府と公社は、

外部の専門家を集めて堀川団地まちづくり懇

話会を設置して、 一旦行き詰ま った団地再生

の議論を再開させた。筆者が座長を務める乙

とにな ったこの懇話会は公開で進められ、団

地再生に 向けた基礎的資料の検討に基づい

て、検討諜題の抽出を行った。 さらに、委員

聞での討議だけでなく、団地居住者、商庖ユニ、

地域住民など 16人の関係者の意見聴取の場

としてのまちづくり トー クを開催し、幅広い



図 1

団地名 建雌年 m桜 構 造 敵地(rr面l) 摘 延床刷面) 慎

F 世

応舗併 ｭｬＧ Ｎ ｾ 用住宅

上長者町問地 19臼 年

響

713 1. 4∞ 12fo 府鴫員住宅

出水団地・ 3 棟 1950年 853 1.521 9f o I  18P 

出水団地 2 悌 1950年 827 1. 522 10fo I  18F'  

出水団地・ l 側 1950年
R C造ラ片ー凪メ下ン3型階建て

8ω 1. 522 9 P  18戸

下立先聞j 世 1952年
H C遺ラ片ー廟メ下ン3 附担て

1.056 2.1∞ 12P 24P 

楢木町問地 1953年
R C適ラ片ー蝿メ下ン出3 階建て

879 1.ω 7  10 P 20戸

At 5.188 9.762 62戸 98戸

図 3
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意見を集めた。

乙れらをふまえ、懇話会では、必ずしも全

団地の建て替えが望ましいわけではなく、多

様な再生手法を適用して、明川団地の歴史

的 ・文化的価値の継承にも商班、して、既存建

築をできる限り活用する可能性を検討するこ

と、物理的な再生にとどまらず、多様なー世帯

の居住と交流を実現するため、公的住宅と商

業施設のあり方を見直すとともに、福祉方包設

併設の可能性等についても検討する乙と、団

地の居住者、商庖主、商届街の顧客でもある

地域住民などが参加するまちづくり協議会に

おける協議を通じて、地域のまちづくりと連

携し、プロセスを重視した再生計画の策定を

行政の支援を得ながらすすめること、などを

京都府と公社に提言 した。

図 2

- 堀川団地の再生可能性

塀川団地まちづくり懇話会の提言提出後、

京都大学と公社との共同研究を枠組みとし

て、他大学の研究者や様々な専門家の協力を

得て、堀川団地再生に寄与する研究を進めて

きた。また、各大学の学生が、それぞれの専

門を活かして団地再生に関わる仕組みについ

ても検討してきた。乙乙では、スケルトン・

インフィル方式の視点から行った堀川団地再

生可能性に関する検討の一部を紹介しておき

たい。

塀川団地は、京都府住宅協会より l属託を受

けた京都府の建築技祢諸によ って設計されて

p る。新しい試みに設計者の意欲を感じ取る

事ができる 。施工も丁寧で、共用部分の建

や住戸内の造付家具は、当初のまま使用され

ているものもある 。また、住戸内では天井裏

まで左官の仕上げが施されている。

構造形式は、耐震壁付ラーメン構造のR C

造で、アクセス形式は、上長者町団地のみ階

段室型で、他は片廊下型である。住戸規模は、

l 階が奥行きの浅い上長者団地以外では60

rri 前後、 2 、 3 階が30rri 前後とな っている 。

下立売団地、植木団地では、専用住宅の規模

が40rri 以上と少し広い。住戸f掛奨が小さ p に

もかかわらず、上長者町団地以外では間口が

Ｕ Ｎ Ｕ ｭ 程度確保されている 。 また、 Ｒ Ｑ ｾｾ の階

高は2.7m以下の団地もあるが、 3 階はそれ

より高く、 l 階の階高は3 . 5m前後とな って

いる。建設|時期の早い 4 団地については、 l  

階部分の両様補強により、 2 、3 階の構造補

強なしに耐震性能を満たす事ができる。他の

2 団地については、 211皆住戸の耐震補強が必

要となり、 l 階の耐震壁も多くなる。

以上より、例えば、 1950年に建設された

出水団地 1棟一 3棟については、築60年とい

う高経年であるにもかかわらず、実現可能な

改修によってスケルトンの性能やキャパシテ

ィを確保する事ができ、建て替えを前提とし

なくとも多様な再生シナリオを想定する乙と

が可能で、あると言える。全ての団地に浴室は

設置されていないが、浴室を配置した間取り

は設計可能で、また、共同浴室などの設置百

能性もある。一方、耐震性能の低い団地では

建て替えを含めた再生シナリオの検討が必要

である。

堀川団地は、南北に長く速なっているため、

団地によって周辺環境に遣いが見られる 。団

地の西側は 2 、3 階建ての低層建築が多いが、

北の方がその密度が高い。また、南の方が周

辺に高層建築が多くなっている。 さらに、団

地に、例えば通所型福制虫包設等の新たな機能

を付加することを想定した場合、周辺住民の

アクセスの容易性なども検討に加えなければ

ならない。建て替えを含めた再生シナリオの

検討を行う場合は、こうした周辺状況を考臆

したスケルトン言|画の可能性の検討が必要と

なる 。

今後、こうした検討をふまえ、まちづくりと

連携した堀川団地の再生シナリオが関係者の

協議の中で具体化して行くことを期待したい。

( たかだみつお)
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倉敷の町並み

固

再生・受け継ぐ

繋がる

アーキトラスト

・上杉建築研究所代表

上杉秀隆

三洲足助屋敷門前の看板

1978年暮れ、 150年経ったら重要文化財に

なるもんをつくらにゃいかん」と、そのお爺

ちゃんは駆け出しの若僧に言いました。「そ

んなもんできるかpJ と若僧はその時思いま

した。その三川|足助屋 敷 ( 旧足助町 ・現愛知

県盟国市) も築30年が経ち、 地場の大工の心

18  温祭と社会 ・2010. 8

意気、 地場の材料、 地場の伝統工法で建てら

れたことが幸いして、新築とは思わせないた

たずまいを見せています。元々 、 山村生活の

生きた生活の知恵を動態展示する目的で計画

され、現代社会の中で、普通の家庭で、はほほ喚

滅した暮らしの知恵、を、本来のあり方を忘れ

ず伝えるための舞台装置として新築再生され

ました。|町の危機感とその計画実現に対する

強い熱意を感じ、如何にそれをくみ上げ、具

現化するかとしヴ命題に、前述の様な流れで

中身と外見が美味くかみ合ったものとなりま

大変按じ、陰日向に動き 回りま したが、行く

末に安堵を得たとたん「わ しゃ、とれで死ね

る」と言って一週間後に亡くなりました。

*  

この若僧も、この老建築家と共に、晩年、

長らく 町家の修復を行いま したが、結果的に

物理的な修景作業よりも、 中に住む人の「心」

を良くする、 即ち、倉敷= 1まち」を思う気

持ち、愛する気持ちを IIIJ 衆に注入することに

重点を置くこととなりま した。建築は舛台装

置、やはりそこで演じる役者が光らないと全

した。当H寺、保存と再生という関連の文章の く魅力がない。それらの鼓動が集まって、良

中で、松葉一清氏が「擬態J とL、う美I床い言

い方をしていましたが、ハードとしての建築

の再生のみならず、ソフトである中身の再生

も含めて、ある種の再生のあり方となってい

ます。

この仕事に出くわす遠因は、このお爺ちゃ

んが生涯思い続けた倉敷という 町に、単に建

築を作るということではなく、 11汀そのものに

対する愛情とそれに対する強い思いが、まち

づくりという形で具現化し、評価 されてきた

ことと紫がっています。全国でも有数の美し

p 伝統的な町並みと、先人迷によって守られ

築かれた歴史のある 町で、倉敷と L】う風土と

歴史をキーワードに、ある l時は綴態、ある時

は対比 とも見えながら倉敷の匂いのする建

築、更にアイピースクエアに代表される再生

( 乙の言葉がもてはやされる 以前から、当然

のこととして行われてきた) をもって、まち

づくりを実践してきました。この若僧も、倉

敷の重要伝統的建造物群保存地区で二十年、

100件近い、 町家の保存修景・の仕事を担当し、

事ある毎に、倉敷のまちに対するこの翁の思

いを目の当たりにしました。決して、自己ー

張のために建築を作るのではなく、「まち J

に対する思いが最優先でした。自ら建築とい

う行為で「まち」のー音1)に具現化することで、

町衆に倉敷を思う気持ちに、良きにつけ悪し

きにつけ関心を向けさせたと言えるのでしよ

う。乙の老建築家は倉敷の市庁舎が完成した

とき、 引退を 口にしましたが、それでもなお、

倉敷の事については、特にこの古い町並み地

区の事に関しては足繁く通い、思いを最後ま

で貫いたのを乙の若僧は直接目撃していま

す。最晩年、乙の地区の最も古い110家の事を

い「まち」ができあがる 。乙の若僧は、この

翁のような立派なことはできませんが、建築

は二の次、中身が一番、我々建築家はそのお

手伝いをするのですと、建築はそれらの総合

化の賜ですと言い続けています。まちの中で、

何か一つ良いものが出来て光を放ち 出せば、

きっとそれにつられて光り 出すものが現れ

る、そんな思いを込めて、どんな小 さな事で

も真撃に考えるその事が重要なのでしょう 。

京都では、述棟長屋の真ん中を油企して、およ

そ京都と関係のない住宅を建ててしまった人

がいるかと思えば、嵯峨野の本当に小さな一

部壊れかけた 11町家では、「まち」に対する思

L 、と、父に対する娘の思いがその建物に対す

る愛情となり、借家人の住み続けたいという

思いも重なり、たくさんのお金をかけて修復

したオーナーがいます。やはり、「建築J や「ま

ち」を愛する気持ち、すなわち、「心」を大

切にする事が重要な様です。

三笑主義( 建物ができあがって、施主、建

築家、施工者の三者が喜べる物をつくるとい

う意味) という 言葉をこのお爺ちゃんがよく

言っていました。ものを作るわれわれは、そ

れを受け継ぐものとして、 三笑主義にとどま

らず、さらに、直接利用する人も、そしてそ

の周辺の人達にとっても、喜んで、もらえるも

のをつくること 。そして万人からも愛される

ものをつくることが、ものを大切にすること、

すべてに渡って「心J あるもの作ることに繋

がる。即ち五笑主義、六笑主義とでも言える

ものを作る事が、 亡くなって二 卜年、乙の翁

「浦辺鎮太郎j から諜陶を得た者として果た

していくべき事かと、 H干に銘じています。

(原稿のまま) ( うえすぎ ひでたか)



固

京都の都市景観を

色彩の側面カ通ら

街の色研究 会 ・京都

村上幸三郎

京都市は、古都の優れた都市景観を保全・

再生し、未来に引き継いでいくために、 2007

年より新景観政策をスタートさせ、「建築物

の高さ j や「建築物のデザイン」などの規制 ・

誘導策を展開して L 唱 。

京都の都市景観を色彩の側面か ら調査 ・考

察しようと、有志が集ってボランタリーの市

民研究グループ〈街の色研究会 ・京都〉を

1990年に立ち上げた。以降、 主に京都の都

市景観の色彩に関する共同研究などで、多く

の成果を上げてきた。それらは、「京都の街

の色J r瓦の色と景観j などをテーマとした

シンポジウムやパネル展を主催、発表すると

ともに、成果の刊行をしてきた注l 。

その活動は現今も続けられている 。最近の

研究成果から若干を紹介しておきたい。

・京都の色彩ガイドラインの提案

京都は、歴史文化都市として恥ずかしくな

い調和のとれた町並み景観を誘導創出するこ

とが望まれる 。

都心部で建設される中高層建築物などに対

しでも、従来の町家とも調和するように、今

後は色彩の使用を制限すべきであるとし、建

築物の外壁と屋根についての色彩指針( ガイ

ドライン) の構想をまとめた注2。更に、京

都の新旧の町並みの考察から 、京都の特色あ

る伝統的な建築色彩であるくじゅらく色〉を

から、市内各地の色彩景観を観察、調査して

いる。歴史的な景観保存地域などに指定され

た町並みや、植栽景観に頼った町並みなどを

除き、建築群として見るべき街を摘出しよう

とするものである 。

調査を進めると、かつては美しかったであ

ろう街並みが、 一棟の際立つた新しい建築で

壊されている事例を多く目にする 。改めて、

都市景観への建築関係者の責任が大き p とつ

くづく痛感する。たった33件の町並み景観を

選定するのに苦心しているのである 。

・京都にふさわしい屋外広告物の色彩

屋外広告子物は都市景観を構成する重要な要

素である 。京都市は、屋外広告物についても

「京都市屋外広告物等に関する条例 」に基づ

く指導 ・誘導を図っている。色彩については

「デザインガイド」にて〈色彩 ・意匠等の規制〉

として具体的にマンセル表色系によって高彩

度色を禁止色としている 。

私たちは、市内で見かける屋外広告物の事

例写真を数多く 収集し、京都の都市景観にふ

さわしいか否かを判別し、その使用する色彩

の特性を類別- 考察した。

結果、京都にふさわしい広告物の色彩は、

中低彩度色や無彩色で、配色は地色と図色の

色相や彩度のコントラストがソフトな配色が

総じて好まれ、建築と調和しているものが高

中心とした色彩を用いて類似調和した町並み く評価 された注4 0

をつくるようにと提案した。

2006年、折から公募していた京都市の

「新 ・京デザイン」に提案し削 、優秀アイデ

ア賞を得た。加えて、 2008年には「京都に

ふさわしい景観色彩113色j などもとりまと

めた。

・「街の色京都・三十三景」選出活動

京都では「美しい町並み景観が保存、創出

されているであろうか」との素朴な問題意識

写真 ( じゅ らく色〉の住宅地景観例

写真 街中の景観は屋外広告物が支配している

注 l 衡の色研究会・京都編、1 ' 11 1"京都の紫観色彩

を考える」など

注 2 ・松浦、他I " r京都の色彩ガイドラインj の提案」

街の色研究会京都編、干IJ I " 京都の景観色彩を考えるJ

注 3 : 街の色研究会・京都「京都の色彩ガイドライン

一羽lの色による町並みづくりーJ 2006年

注4 波辺、他「京都にふさわしい尉十広告物の色彩j

日本色彩学会第41回全国大会 (2010年)

( むらかみ とうざぶろう)
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図 1 着工前の状況

庭園の再生

長岡天満宮 『錦景苑』

花豊造困祢式会社社長

山回目次

図 2 竣工後

20 建震と社会 ・初10.8

- 守ること、維持すること

わが国における日本庭園は、 日本特有の伝

統文化のーっとして、受け継がれてきた。

庭園は、 町家の坪庭や、茶庭といった小規

模のものから、寺院などにある池泉回避式の

大規模のものまで様々であり、その役割も多

様である。特に京者|は、古くから現存する歴史

的価値の高い建造物や庭園が多く、名勝指定

とされる庭困が日本で最も多く点在している。

庭園づくりは、樹木や景石、土や水などの

自然素材を扱うため、植物は成長し、据えら

れた景石は周囲との自然に溶け合い、年を重

ねるにつれ、庭園の情景は変化 してL ミく 。 し

かし、庭園を放任すれば樹木は茂り、石組は

すぐに自然と 一体化され、庭園としての景色

は失ってL ミく 。そこで、樹木の男定であった

り、害虫駆除や老木の保護を行ったりするな

ど、毎年の庭国管理は欠かせない。

このように人の手が加わることによって、

美 しい庭園は維持されていくのである 。庭闘

に携わる職人は、毎年の庭園管理や工事によ

って技術が磨かれ、それが代々受け継がれる

ことにより庭園の文化は守られているのであ

る。

- 庭園の再生

請け負う造園工事は、新しく庭園をつくる、

または靴持管理することばかりではない。人

の手が加わらなくなり放置された庭図を、本

来の景色に復元修理する工事や庭園の景色を

整備する工事があり、年々増加 している 。

近年、お 世話になっている神社より、古く

なった庭園を新たな名所として庭園を再生し

てほしいとのf矧頭を受けた。場所は、京都市

より南西に位置する長岡京市にある長岡天満

宮である 。

この神社は菅原道真を祭神 とした社であ

り、道真が筑前の太宰府に左遷された| 僚に付

き随った中小路裕房等が、道真から貰った自

画像を安置したのが創立の始まりといわれる

乙訓地方では参詣者の多い社である。境内の

東側には築造された八条ヶ池がある。その中

央の参道の両側には、樹齢130年前後ともい

われているキリシマツツジがあり、春の開花

時は大勢の参詣者で賑わう名所となっている。

その由緒ある場所の庭園整備工事の依頼を

受け、 仕事を請け負うこととなった。

・計画

現場は、ネ::l: o投への参道より 外れた場所にあ

り、整備前は穆若としており、長い間放置さ

れた状態であ った。庭園の中央には、弁天池

があり石組と中央には 2 tほどもある大きな

石橋が架けられていた。

庭園の整備方針は、乙の弁天池と石橋を生

かし、その周辺を整備することであった。

敷地の中心に弁天池があり、その東側はベ

ンチが置かれており、その空間から池を眺め

るようなっくりであった。池の 奥 ( 西側) は

高い位置に社殿があり、法面となっていた。

図3 r錦景苑j 計画平面図 (初期)



その高低差を利用して頂点に沌組を設け、そ

こから流れを三つに分けて、それぞれが弁天

池に注がれる雄大な最色を演出する庭園が計

画された。

この神社は、いろいろな木が植樹されてい

る。前述の通りキリシマツツ ジはとくに有名

で、春には花が満開になり、真っ赤に染まる

景色は鮮明である。ほかにはツツジやサクラ

並木があり、八条ヶ池周辺は色華やかになる 。

また、長岡天満宮の社紋は 『締』であり、

菅原道真公は、梅をこよなく愛していたとと

から、 ;境内にはたくさんの梅林があり、冬の

景色を彩っている 。

秋は、モミジやドウダンツツジなどがいく

つか境内にはあったが、紅葉シーズンには、

このモミジの紅葉の名所として楽しめる場所

を設けたいとのことで、今回の庭園の整備工

事に伴い周辺の植峨を、モミジを中心とした

景色になるように計画した。

・施工

工事は、まず弁天池の修理から始まった。

池には石組がなされ、 一部崩れている部分

が確認された。護岸石組に|線聞が聞いたり緩

む原因の一つは、護岸際に生える木であった

ことが雌認された。木が成長すると根が伸張

し、石の聞に入り込んで、石を押し出すからで

ある。これら対象となる樹木はすべて伐採し、

モミ ジなどの再利用できる樹木については、

移植を行って庭園の別の場所に植栽した。

池底は泥が堆積していたため、 j愛深ととも

にi山底防水層の修理と、石組の組み直しを行

った。

池の縁は、漏水防止と説岸の安定のために

石組と池底の聞にコンクリートによって塗り固

められていた。今回の工事で池の石組をなる

べく自然に見せるためと、池の東側を州浜状

にするために一度すべてを取外し、組直した。

図 4 護岸右組の様子

図 5 )竜組工事の様子

池を造るにあたり、まず留意すべきことは

漏水対策である 。公園工事などでは、池の諮

j岸に石を組む場合、池の形状より 一回り大き

いタライ形にしたコンクリート躯体を設けて

からその中に石組するのが一般的である 。 し

かし、躯体の形状に制限され、大小さまざま

な石を組んで複雑な石組諮岸を造ることは大

変困難であり、単調な石組となる場合が多い。

文化財庭園の修復は、基本的にコンクリート

躯休を設けず石組する方法がとられる。これ

は、 旧来工法である粘土を使用した防水方法

である。まず石を仮組し、護岸の形状が決ま

れば、石と石との隙聞と背面に粘土を詰め込

む。粘土には、栗石、砂利、石灰などを混ぜ

て強度をもたせ、それを細い棒で細かくつい

ては、粘土を補給し、また棒で突き固めると

し、った作業を繰り返す。大変手間と人力作業

が必要であるが、細かな微調整がしやすい。

自然の石は、 二次製品とは違い、それそ守れに

個性がある 。石を上下または左右に振り返す

だけでも庭園の仕上がりの表情が異なってし

まう 。よって、石を扱う工事の仕上がりは、

担当の職人の組放と感性に委ねられるのであ

る。池の護岸石組を一通り組み終えると、次

は＿山 ｉｾ の工事に取りかかる 。 今 回の工事は池

の耐久性を考慮、してコンクリートで覆う工事

を行った。名勝クラスの庭園となるとコンク

リートを一切使わない粘土による補修が多い。

沌組と流れは、工事の前にどのように流れ

を見せるかを決めるため、ロープで縄張りし

クレーンを使用して石を吊るしながら行う方

法で、行った。池側から重機を据えて工事する

ことが不可能であったため、上流側の法肩に

重機を据え、石を吊るし、小型のパ ックホウ

を法面に置いて掘削 と石組の補助をしながら

作業を行った。

石を組む職人とクレーンを扱う運転士が連

携して作業を行うため、技術責任者が池の対

岸に立ち石組の出来形を確認しながらそれぞ

れに指示を与える方法で、施工を行った。

池の東 側 には、休憩施設を新設した 。 ｾ ｉ ヲ状

は露地庭にある待合のイメージで、弁天池と

滝組流れが一望できる位置に設けた。

仕上げの植栽工事はモミジ、マツを中心と

し、その足元にスギコケを植栽した。

・工事完了後

工事が竣工し引き渡し後、初年度の夏は、

水枯れなどによる植物の衰退を危慎したが、

沌組から流れる水が周辺を澗し、モミジの柔

らかい枝葉が強い日差しを和らげる環境をつ

くりだしたため、スギ苔をみずみずしく鮮や

かな緑を保たせた。 この庭園は植物にとって

はとてもいい環境であった。秋はモミジが紅

葉し、ス ギコケも枯れることなく清々しく、

さらにモミジの鮮やかな紅を引き締めてい

た。訪れた参詣者もこの新しく魁った庭園を

楽しんで頂き、施工者としても大変うれしい

限りであった。

これから、年月を経て庭園全体が落ち着き、

長岡京市の名所となるようにとれからも見守

て全体とのバランスを考慮、して流れの形状を っていきたいと思う 。

決めていった。滝組の石を組む法面の場所は、 ( ゃまだ しょうじ)
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曳山から考える

伝統木造建築の

耐震性

関西大学 建 築学科教授

西津英和

22 建築と社会 ・2010. 8

- はじめに

古来より、技術や芸術は伝統を受け継ぎつ

つ工夫と創造を加えながら発展をとげてきた

とされる。これは絵画や漆芸、陶芸などの伝

統工芸の分野では確かにその通りであろう 。

だが、乙と建築については必ずしもそうでは

ないように思われる。なぜならば、いかに施

主が伝統的な木造家屋を新築しようと望もう

と思っても、現行法規のもとで実現すること

はまず不可能であり、優れた職人技も生かす

場を失って、伝統技術はいまや崩域し始めて

いるからである 。

例えば京IIIJ 家がおかれた状況について。立

命館大学の河原典史先生らの研究によると、

御池通り ・四条通 ・河原町通り - 烏丸通りに

囲まれた東西1.1キロ、南北0.8キロの中心市

街地における京町家は昭和23年には6200棟

であったが、 H百手[136年5900棟、昭和49年

4500棟、 H自利62年2900棟と急減し、 10年前

の平成12年には僅かに1800椋を数えるのみ

になったという 。

中心市街地の発展によって IIITが姿を替えて

L 、くのは自然な流れではあるが、わずか 2 世

代で 7 割近くの京III J 家が姿を消したという事

実は衝撃的だ。そんな中、平成14年に「京都

市の伝統的景観保全に係る防火上の措置に|刻

する条例j が制定され、 地域住民の防火への

自主的な取り組みを前提として、伝統的な京

町家や街並みを再生する道が聞けたととは立

ばしい。伝統木造の新たな盛り上がりが大い

に期待される。

・曳山の話

建築の分野で伝統技法を昔どおりに継承で

きそうなのは、今のところ社寺建築くら L 、か

もしれないが、祭りの曳山などもそれにやや

近いといえる。各町内の曳山は、毎年の祭り

にあわせて何世代にもわたって、大切に維持

修理され、 H寺には昔ながらの技法で、新たな山

車を加 えながら、発展しているからである。

そこで、やや視点を変えて、曳山から見た

伝統木造の捕れ方一耐震性について少し考

えたいと思う 。

京都の祇園祭の華麗で優美な山鉾、大阪の

岸和田の勇壮な地車を始め近畿各地には地域

色盟かな山車の文化が根付いている 。そんな

中、乙乙数年、滋賀県 日野IIIJ の曳山の柿造に

ついて調査する機会を得た。

日y茅の曳山祭りは毎年 5 月の初め、馬見岡

綿向神社の例大祭にあわせて各110.内から大小

16基の曳 山が巡行する。 これらは100乃至

200年ほど前に作られたもので、いずれも美

術工芸の粋を集めた第一級の歴史資産であ

る。

日!ll yの曳山は祇園祭の山鉾のように毎年鉾

立てを行うことはなく、祭りの期間を除いて

山倉に格納されているが、近年巡行中の車しみ

や掘れが以前lに比べて大きくなっているので

はないかとの指摘がなされるようになり、曳

山の上部桃造やE阿irt ほどの強度や安全性に関

する総合的な調査が計画された。

日野l町の曳山は図 1 に示すように 4 愉の台

車の上に床を組んで陸屋根のついた柏を組ん

だような桝造となっており、床や陸屋板に|縦

子方を乗せた曳き 山を多くの号 |き手が掌引し

てIIIJ を巡行する。

巡行の見せ場の一つは、 「ギンギリ回し j

呼ばれる 「辻回しj である。 4 つの車輪で支

えられた台車の中央には 「心木j と呼ばれる

ピボ ッ トが設位されていて、街道で引き 山を

方向転換させるときには、前i挺 ・後艇の 2つ

清水町曳山 河原田町曳山 岡本町曳山

図 1 日野町曳山



大変形角は90分の l 程度。最大加速度は約

200ガルであった。

また、揺れは下部の台車や床面に比べて、

陸屋根面が大きく振られており、所部「鞭ふ

りj の傾向が認められた。

曳山は路面からの衝撃的な短周期の加速度

のほかに、路面のなだらかな起伏や率il 浦iの蛇

行や片減りに起因する長周期の揺れが加わる

が、巡行時の l 次固有周期は0.9秒程度まで

長周期化しているために、衝撃的な加速度の

影響はあまり受けず、長周期の大きな嬬れの

みが卓越した。 しかしながら、減哀係数が 7

% と大きいためか、変位応答が大きく増大す

るような現象は特に指摘されなかった。

・まとめにかえて

曳山は特殊な構造物のように見えるが、固

有周期や減衰などは伝統木造建築とよく似た

特性を有するようだ。ただ、 一般建築と異な

り多くの人を釆- せて巡行するという過酷な荷

量状態に長H寺悶さらされるため、曳山には百

能な限りの軽量化と強靭さが求められる 。こ

のような曳山に見られる耐震の構えは「柔構

造」そのものであって、このため、堅牢な台

車( 基礎) の上に、開放的でしなやかな柚を

構築し、さらに多くの人を高い陸屋線に敢え

て紋せることによって、櫓の長周期化を図っ

2. 08Hz  

( 常時微動時の固有娠動数)

2  25 

石 2 0

01

15 

質10
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7  2  3  

振動数 Hz  

図 4 巡行時のF F Tスペクトル

5  

図 3 静止時の常時微動のF F Tスペク トル

の長い挺棒を操って台車を競り上げるその瞬

間に、心木の下に受け板を挟んで、、曳山全体

を心木一本だけで浮かせ、そして威勢良く -

Lに回転させるのである。 (図 2 )

曳山は構造的にみるといわば振動台に乗せ

た壁のない伝統木造家屋のようなもの。巡行

時に加わる地盤からの振動を地震動とみなせ

ば、百年以上にわたって毎年強い地震を受け

続けてきた耐震建築とみなすことができる。

そのような意味で曳山は冊、股工学的にも興味

の尽きないものがある。

・曳き山の固有周期について

装飾や|雌子方を含まない曳山の桝造重立は

品小2.0 トン ・最大 6 トン ・平均 3 トンであ

ったので、平均的な瓜棋の曳き山を中心に静

止状態で、の常時微動観測を行った。その l 例

を図 3 に示す。

こ の 図 よ り 桁 行 方 向 の 固 有 振 動 数 は

2.08Hz と2.48Hz、梁間方向ではl . 75Hz と

2.48Hzにピークが認められた。振動モード

から判断すると 2.08Hzは桁行方向の並進、

1. 75Hzは梁間方向の並進、 2.48Hzは摂じれ

であって、これらの観測結果は平屋の木造家

屋と 同程度の値であることがわかった。また、

衝撃試験による減哀係数はおおむね 7 %であ

った。

一方、巡行H寺の帰れについて観測するため

に、曳山に乗る人数を変化させ、町の人たち

のご協力をえて巡行の再現試験を行って橋れ

を観測した。得られたスペクト j レの一例を図

4 に示すが、注目されるのは巡行時の揺れの

固有周期は常時微動の観測値に比べて 2倍程

度長くなっていることである。

また、陸屋根に載る人数が多くなるほど固

有周期は長くなると予想していたが、そのよ

うな傾向は認められなかった。その一因とし

て、人は揺れに反応し たようだ。

て、無意識に体重を移 屋根の軽量化を図り、壁量を増やすのが、

動させるために、曳山 現代木造の鉄則である。 しかしながら、もし

は一種の能動制振シス も剛な構築物を激しい揺れをうける曳山に用

テムのように挙動する いたならば、高さに比べて|隔の小さな形態の

からではなL 、かと思わ 綿は、強い横力によって引き倒されてしまう

れた。 に違いない。

また揺れはどれくら 壁や筋かいなどどこにも 市擦の椛えらしい

いのレベルに達するの ものが見当たらないのが、京町家をはじめと

かであるが、この実験 する伝統木造建築であるが、 一見どとにも 耐

では比較的少ない 2人 震的配慮が見当たらないことこそが、実はす

乗りの時に最上部で約 ぐれた市慣建築の証であることを、曳山は教

7 センチ、 8 人乗りで えているようだ。

は2.6センチと 4 割程 ( にしざわひでかず)

)jf の揺れに収まった。

2  

3  4  

この山の総高は約 5 メ

ー トル、櫓の床面から

陸屋糠商までは約2.7

メー卜 j レで、あることカミ

ら、観測 ｉ 時のｬｉｩ ｬ ｾ 音 Ｑｉ の最

[ 参考文献]

河原典史 . i可角飽! J l ! ほか 昭和1 ・平成 JUI の) l{ 町家

ノf ーチャル 11寺 空 間 一 京 IIIJ iii<: 1時 空 1mデータベー

ス及びVR技術を用いた京町家の減少過稗の1W.京一

平成14-18年度文部科学省21ill 紀 COEプロジェクト

i J;r 都アート ・エンタテイメン卜創生研究J 研究成
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京都市立伏見工業高等学校正面玄関

固

ものづくり都市・京都

まちづくりを工業教育から

京都市立伏 見工業高等 学校 校長

道越隆夫

第85回全国高等学校ラグビーフ ットボール

大会優勝

24 11築と社会 ・2010. 8

- 学校概要

大正14年に京都市立第二工業学校として

設立し、木材工芸科、金属工芸科、玩具科、

陶磁器科の 4科を置く 。昭和23年高等学校再

編成により総合制高校として京都市立伏見高

等学校となる 。そして昭和38年市立高等学校

学則改正により、単独制高校として伏見工業

高等学校となる。平成19年度より、システム

工学科として一括募集し、 2年次より工学探

究システムコース・住環境システムコース ・

都市情報システムコース ・生産技術システム

コース ・テクノシステムコースの 5 学科の

他、畳間定時制 としてシステム工学科キャリ

ア実践コースを設置している。生徒数は、各

学年全 日制160名、畳間定時制30名である。

教職員数は、 83名である。 ( 校長 1 li¥IJ 校長

l 教頭 1 事務長 1 教諭52 常勤講師13 再

任用教諭 l 養諮教諭 l 事務職員 5 臨時事

務員 1 実習助手 3 管理用務員 2 I臨時管理

用務員 1)  

・建築系学科の変遷

昭和 6年、京都市立第二工業学校に建築装

飾科が設置されたのが始めである 。その後、

H百和18年に建築科として 5 年生甲種工業学

校となる 。H自利23年 4 月に学制改革により京

都市立伏見工業高等学校となり、 10月に高等

学校再編成により、総合制高校として京都市

立伏見高等学校となり、普通説程 ・商業過

程 ・工業課程( 木材工芸科 ・機械科 ・窯業

科・建築科) ・家庭課程( 食物科 ・被服科)

の 4 課程 ( 6 学科) となる。H百和38年に市立

高等学校学則改正により、単独制高校として

京都市立伏見工業高等学校となり、建築科を

含め 7 学科となった。その後、学科改編を行

いながら現在のシステム工学科住環境システ

ムコースへと変選してきた。

圃京都市立工業高校改革

京都市教育委員会は、平成16年12月に学

識経験者や産業- 界からの参画を得て、 「工業

教育のあり方に|刻するプロジェクト J を発足

させた。そして、その答申を受けて、平成17

年に次の様な基本方針を発表した。

京都市立工業高校改革 ・基本方針の発表

( 京都市教育委口会)

践を目指した新学科を設置する 。

( 2)  rまちづくり J の基盤となる技術を学ぶ

ことができる市内H佐ーの設置学科として、長

い伝統に裏打ちされた独自の教育ノウノ、ゥと

実践を有し、地元産業界の期待も大きい、建

築 ・土木系を中心とする各コース 。

( 3 ) 産業界 ・大学等との緊密なパー トナー

シップの下、特色ある教育を展開するととも

に、部勤についても一層推進し、確かな技術

とl幅広L、応用力、次代を切り拓くことのでき

る遅しさ12な人間性を兼ね備えた若者を育成

する。

( 4 ) 浴|場 ・伏見両校定時制を統合 ・再編し、

3修I1刻、デュアルシステム等の新しい教育シ

ステを導入した昼間定時制の新学科を伏見工

業高校に設置する 。また、若干名の夜間音flを

伏見工業高校に当面存続させる。

この基本方針に基づいて改革を具現化する

ために、平成17年の 4 月より現場の教員を含

めた梢成貝からなる工業高校改革準備室が設

置され、「全ては生徒の未来のために j を合

言葉に工業高校の果たすべき今目的な役割を

含め、独自の殴れた「ものづくり ・まちづく

りj ができる人材の育成を図るべく 、教育内容

の更なる改善をするために鋭意検討がされた。

・工業高校改革の背景

パフ守ル経済がはじけた後、経済界や産業界

では生き残りをかけて必死に技術開発や経質'

節減、新よ則調客の開拓を行い、これまでの枠

を越えて機々な分野に進出し、 |立界規模での

競争を繰り広げている 。また、中高年の失業

が社会問題化する一方、パートや派逝社員と

いった就労の形態も増えており、かつての正

社員の終身雇用制が崩れつつある。こうした

状況は、高校生の求人にも大きな影響を及ぼ

しており、学校への求人件数もかつてのピー

ク時の 12fUから 2 剖程度と、激減している 。

また、少子化の影響で京都市内の中学生数

も年々減少の傾向であり、過去10年を比較し

てみると約 7剖の生徒数になっている 。その

中で、工業高校を希望する生徒も減少傾向に

なってきており、より魅力ある工業高校への

変革が必要になってきている。

進路においても、過去はほとんどの生徒が

( 1 ) 現在の専門各学科( 小学科) を廃止 し、 就職希望をしていた時代から進学志向が強く

[ ものづくり J を通した些かな人間教育の実 なり、約 5剖の生徒が進学を希望するように



変化 してきた。そのために、大学進学に対応、

できるカリキュラムの編成も求められるよう

になった。建築科においても、就職希望より

も進学希望が多くなってきている。

この様に、社会の変化とともに、伏見工業

両校においても入口と出口の部分で変化が見

られようになってきた乙とが、工業教育改革

の背景にあったと思われる。

・建築科かう住環境システムコースへ

新学科の基本コンセプ 卜として rrアタマ

とテ」で考えることのできる個性豊かな技術

者j の育成である 。卒業10年後の生徒像を見

て、自ら進んで、学び、柔軟に考え、実際に作

る ・試す等の行動 ・実践を通して課題を追求

し、その解決に向けて取り組む姿勢を育て、

専門的な知識 ・技能を有するととともに、感

動する 心や他者を理j砕し、思いやる温かい心

をあわせもった人材育成である 。

住環境システムコースでは、従来からの建

築科としての財産を残しつつ、新たな取り組

みを進めながら京都という 他にない地域財産

をどう残し、活かせるかを学習のポイントに

置きながら展開してL ぺ 。たとえば、京都に

おける住宅を考えるにおいて必要な、建築の

知識 ・技術を基礎から学習したうえで、景

観 ・再生などをテーマにして、調査 ・収集 ・

分析 し、各自が課題を設定する 。その課題の

解決にむけて新たな学習を進め、そしてプレ

ゼンテーションへとむすびつけていく 。その

過程においては、学校だけでなく 地域 ・企

業 ・大学 - 官庁等と連携しながら、まちづく

りという大きなテーマに向かつて学習する 。

このように学習の場を広げることにより、創

造性豊かな人間形成を目指し、 人との関わり

の中でコミュニケーション能力を育成し、イ

ンターンシップ等で職業観 ・勤労観を養いl幅

広い視野をもった技術者を育成することによ

り京都のまちづくりに貢献する 。

また、人に優しい、地球に優しいをテーマ

に、ユニバーサルデザインの学習や環境 ・設

備などについて、人が社会生活で快適な生活

を蛍むための根幹をなす住宅にスポットをあ

てて学習をする 。

このように伏見工業高校だけでの学習では

なく、外ヘ出て行き多くの方々の力をおかり

しながら協働するととが、乙れからの工業高

校には必要で、あると考えている 。「ほんもの」

に触れることにより力がつき、まちづくりに

も興味がわいてくることを期待する。

・魅力のある工業高校を目指して

小学生や中学生にとって魅力ある工業高校

になることが大切で、ある。今は、高等学校は

中学生に選ばれる立場にある学校である。教

職員一人一人が、伏見工業高校に愛校心を持

ち、学校の教育環境すべて大切にしているこ

とを伝えていく努力が大変重要である。また、

伏見工業高等学校での教育活動の内容を解り

やすく広報し、まちづくりに対して夢をもて

る、夢をいっしょに語れる中学生を増やすこ

とが魅力につながっていくのではないか。

地域との連携では、 小学校へ出かけ、本校

の生徒が小学生と保護者にものづくり体験を

中心に指導している。例えば、自分のネーム

プレート作りやオリジナルハンカチ制作、本

物の 2 分の l の住宅模型の組み立てや簡単な

測量、カヌ一体験などを実施した。

また、デリノ T リーアー キテクトという名前

で京都の建築士グループと建築科の生徒と教

員が一体となって、 地域の小学校で、出前詰座

を聞いている。住宅模型の組み立てや木工工

作体験でC D ラックを作った。 そして、メイ

ンは卒業生一人ひとりの顔を入れたエントラ

ンスをテ' ザインした。

茎役所と連携し、貸し農地の休憩所を生徒

が設計し、 NP O法人の方々が建築し、 地域

住民に開放するといった取組にも参画してい

る。自分で設計したものが形になって活用さ

れる喜びは年齢を問わずうれしいものである

と考える。

このように、 小学生 ・中学生 ・高校生とま

ちづくりに対して夢を持ち続けることの延長

線上に、工業高校があるようになりたいと強

く思う 。自分の将来を考える一連の流れのヰ1

に伏見工業高校が位置づけられるようになり

たい。

- キャリア実践コース

このコースは、デュアルシステムを用いて

学校と企業が協働して生徒を育てるというコ

ースである。 1年次に 5 日間のインターンシ

ップを 3 回、 2 .  3年次に 8週間の長期企業

実習を実施している 。生徒達は将来働く職種

を考えながら企業を選ぶ。企業は大きく分け

て、製造業関係 ・建築関係 ・電気関係の事業

所にお願いをいている 。 l 年次に、この 3業

種をインターンシップで組験し、 2 .  3年次

につなげて p く。建築関係を希望する生徒も

多く、大工になるために実習へ行く生徒もで

できている。 2 .  3年次の 8 週間で、しっか

りとした技能・技術を身につける生徒もお

り、そのことで大工がより好きになり就職に

むすびついた生徒もいる 。 しかし、建築関係

では受け入れて下さる企業が少なく、どうし

てもつながりのある工務屈にお願いをすると

いうことにな っているのが現状である。今後、

このすばらしいデュアルシステムを維持・発

展していくためには、協力企業を増やしてい

くことが重要になってしぺ 。

全国的にはこのデュアルシステムを実施し

ている学校は少ない。「ほんものの力」を生

徒逮に身につけさせるためにも今後続けられ

るように努力していきたい。

・おわりに

全国的にみても工業高校の統廃合が多いと

思われる 。この伝統のある京都市立伏見工業

高等学校がこれから発展していくためには、

何事においても 日本一を目指す意気込みが重

要である。平成21年度には、土木系の都市情

報システムコースの生徒が、全国測量大会で

優勝した。また、進学系の工学探究コースの

生徒が、グローパル ・エンタープライズ ・チ

ャレンジで日本一になり世界大会に出場して

L、る 。また、部活動でもラグビ一部 ・ボー 卜

部 ・サッカ一部が全国大会でがんばってい

る。

建築系の住環境システム コースでも、 他に

はない取り組みで日本一を目指していく意気

込みをもって日々の教育活動に取り組んでい

く。

まちづくり - ものづくりには、限りないロ

マンと可能性があり、その魅力を探究し、人

のために社会のために役に立ちたいという情

熱と、技術の限界への冷徹な挑戦心を持つ人

材育成のためにがんばっていきたいと考え

る。

元気のある、勢いのある、魅力ある伏見

業高等学校になりたいと強く願っている。

(みち乙し たかお)
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日本的な空間への

試み

馬庭建築設計事務所代表取締役

馬 庭 稔

26 建築と社会 ・2010.8

私は現在、京都を中心として建築の仕事に

携わっていますが、生まれは平成25年の御遷

宮にむけ工事が行われている出雲大社がある

島根県出雲市大社町です。私が中学生の頃、

故福山敏男先生によ って国宝だった出雲大社

の拝殿の再建が行われたり、菊竹清訓先生に

よる地域の伝統を生かした斬新なデザインの

庁ノ舎( ちょうのや) が境内に建設されたこ

とから建築の道を目指しました。大学生H寺代

には、故福山先生のご指導の下で、普段見る

ことの出来ない名刺をたくさんど紹介いただ

き、日本の伝統的な木造建築の魅力にのめり

込みました。先生が拡1かれた出雲大社の古代

神殿復元図については、実際に実在していた

と情熱をも って語られたことが強く 印象に残

っています。残念なことに出雲大社の境内地

からあの巨大な三本柱が発見されたのは、ち

ょうど先生がお亡くなりになられてからすぐ

のことでした。先生のご洞察力や創造力には

今でも矯きと畏敬の念を抱いております。ま

た、 川上貢う巳主からは書院造りの成立を通し

て中世文化の流れを理解することができ、西

川幸治先生からは都市の歴史的文化財や保存

の大切さと、広い視野に立っ て建築を見るこ

とを学びました。

私が在学中のH例日40年代の前半は高度経

済成長の時代であり、東京オリンピ ックが終

わり、大阪万博が進行中でした。当時の普通

(守礼門沖縄県)

守キLI ]"jは戦争で消失しており戦後に再建さ

れましたが、沖縄の文化を今に伝えており、

本土と違った風土性を感ずることができる建

築物です。改めて沖縄が海のl時代における日

本の玄関口だ ったことが納得できました。

建築学生にと ってフィレンチェはルネサン

ス建築の花咲く歴史的な都市であり、どうし

ても訪れてみたい街です。ブルネレスキの代

表格のサンタ・マリア ・デル ・フィオーレ大

聖堂を訪れた後、すぐに捨子保育院にいき中

庭にはいりました。京者11の禅寺のような宗教

的な静けさはありませんでしたが、イスラム

風の連続するアーチやギリ シャ風の連柱中庭

のスケールはすべて調和 lがとれていて中世イ

タリアの人々の息吹が手に取るように伝わっ

てきました。とりわけ回廊と中庭の仕切りの

述柱を支 える 高 さ60cm位の連続した土台の

役割について注目しておりました。それは回

廊の空間に落ち着きをもたらしながら、 1:1コ庭

の建築学生の情報ii i-は限られており、設計分 の Ｑ Ｑｾ Ｑ 放感を明確に意識させるためのものであ

野では近代建築家ル・コルビ‘ュジエ、フランク ・ り、結呆的には回廊と中庭が一体となり親し

ロイド ・ライト、 ミース・ファン ・デル・ローエと 言 みのある雰囲気にな っていました。

った巨匠の影を追うような状、況だ ったと思い

ます。ましてやフィンランド、のアルヴア・ア

アルトはまだしもス ペインバルセロナのアン

トニ ・ガウディの評価は少なか ったと思いま

す。ギーデイオンの空間 .11寺問- 建築の本が

もてはやされて私も読みましたが、十分に理

解できなか ったことを記憶しています。卒業

してから後、ロ ベートヴインチュリの原告を

読み、建築が我々が学んで、きた知識よりもも

っと広く活動的であり、歴史的文化的である

ことが改めて理解2できました。私が学生時代

にぜひ見たいと思った建物が二つあります。

一つは沖縄の守干し門であり、もう 一つはフィ

レンチェにあるブルネレスキの捨子保育院の

回廊とその中庭です。

捨子保育院の中庭と回廊 フィレンチ工

こうした場所は日本にはないものであり、

中庭より小さな広場と言っ た方がふさわしい

のではないかと思います。そしてブルネレス

キは新しい技術を駆使しながらも空間の多様

性を考えた偉大な建築家であることがよく伝

わりました。私は歴史研育ちなので、目Jfぎ澄



まされた絶対的な空間よりも多様性を含んだ

ふくらみのある複合的な空間に興味を抱いて

いましたので、捨子保育院は本当に良い勉強

となりました。

*  

今やまるごと地球全体が開発され、地球の

環境も悪化しつつあり、資材としての木材も

枯渇し始めています。私としては国の内外問

わず木はすべて大切にし、適材適所に使うの

が良いと考えています。木のことについてい

くつかお話ししたいと思います。

昭和]62年の東福寺の防災工事の延長とし

て、 翌年から明治22年に建てられた方丈( 建

築面積170坪、木造平屋作り) の大改修工事

に携わりました。明治22年の建設当初は桧皮

葺で計画され用材発注も終っていましたが、

火災のことから急漣瓦葺きに変更になり、長

い年月の聞に梢造材の一部の枯木が 8本も折

れていました。H前日63年の改修は、地盤レベ

ルの調整や柱のころびの修復も含めた大工事

になり、屋根の解体を通じ、伝統的な技術で

ある枯木の役割をつぶさに体験することがで

きました。故福山先生から、枯木と主主J投は平

安のはじめからと教えられ、 化粧屋根裏天井

から格天井に変わり 和様建築が成立したと学

びました。日本的な技術の成果をまのあたり

にし、こうした地震と共生できる柔構造がど

うして平安初期に確立したのか大変興味をそ

そら オ1 ました。

東福寺方丈

京都市文化財建造物保存技術研修センター

日本的な作まいの良さは軒の出の深さによ

るものといっても過言ではありません。記録

は残っていませんが、平安遷寄11は建築を含め

あらゆる分野で正に新たなー償界を切り開く技

術革新のH寺期で、はなかったかと推測されてな

りません。

今一つの体験は、丁度私の事務所の産寧坂

の近くで京都市による文化財会建造物保存技術

研修センターの設計競技ヘ応募したH寺のこと

です。我々は北山杉の梁が末口と元口の径が

同じ大きさに育成されていることを知ってい

ましたので、 地元の北山杉の積極的な活用方

法を提案し、梁を通し柱に使い、神社 ・仏閣

のような伝統的なしっかりとした素朴で、力強

い木の文化を伝え、更にはある時は倉庫、或

るH寺は作業部屋など色々な使い方をされ、幾

世代もたくましく生きてきた京町屋の屋根裏

の構法を取り入れた案を考えました。

今、需要の少ない北山杉の梁は、通し柱と

して十分利用できますし、 何 と言っ てもその

現・南丹市美山支所 (旧美山町庁舎)

木肌の美しさは京都の文化の象徴だと思って

いますのでし っかりとした構えの木造建築を

提案しました。

もう 一つの試みは、かやぶきの里として全

国的に有名な京都府美山町の庁舎のコンペ

( 現・南丹市美山支所庁舎) で地元の杉材を

使って、寄木構法で、大 きな断面の柱及び桁材

を作り、広くて開放的な執務空間を提案しま

した。当初心配していた地元の杉の小節は不

規則ゆえにデザインの一部となり逆に規則正

しいボル トの頭が気になりますが、埋木さえ

すればもっとよくなると確信しました。周辺

の景観と調和するため控え目にした外観は日

本のふるさとを代表するかやぶきの里の人々

に親しまれる庁舎となったことと思います。

現・南丹市美山支所 (旧美山町ff 舎) 外観

*  

振り返ってみると伝統や大切なものを切り

捨て斬新的なものを選んできた30年前より

は、今の時代は日本の伝統文化への理解や、

生活スタ イルの多様化に伴 う新しい木の利用

方法や新建材の開発など予想した以上に希望

のもてる望ましい状況も生まれてきています

し、 コンピューターをはじめ、通信技術の発

展によって、今 日まで蓄積されてきた伝統的

な技術や構法もデータ 化 され誰でもが利用し

やすくなりました。例えば、今まで神社、仏

閣の大型木造建築にしか利用 されなかった枯

木構法を使い、学校や福祉施設、住宅などに

もっと応用されれば、広くて安価なオープン

テラスができ、そ乙は快適な交流の場となっ

たり子供の活動的な遊びの場となったりして

潤いのある日本的な開放空聞が期待できると

思います。

将来を担う若い人々を育てるためにも、行

政を含め設計及び建設業界の皆が力を合わ

せ、新しい総合的なビジョンを作り、魅力あ

る地域づくりを行う 必要があると思います。

(原稿のまま) ( まにわみのる)
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固

伝統木造構法を

未来につなぐ

数寄 屋研 究 所 心 徳 庵

木下孝一

柱・足固め仕口

( 柱の欠損が少なく)

強固な四方差し

28 連製と社会 ・2010. 8

- 先す地盤、基礎が大事

数寄屋建築の棟梁として、木造建築を手が

け、研究を続けておりますが、日本の伝統構

法が優れているのは、先人の棟梁たちが木造

椛法の建築材料全ての特性をよく知的、建て

る場所の地盤 ・地質を研究して理解し、土木

を含めた構造計画を練り、混気や地震から建

物を守る方法を探りながら、その場所に最適

な方法を採っていたことにあると思います。

木造建築は基礎が大事で、地盤の調査なし

には、どんなに強度がある建物を建てても、

湿気や地震から長期にわたり建物を守る乙と

はできません。

私は昭和22年、 16歳で大工の道にはいり、

ＱＷ 歳で福井の 地 ｾの被災 地の 真っ只中で建

物復興に関与して以来、 60年間以上木造建築

の研究をしてきました。

昭和52年以来、全国に石場建ての木造伝統

構法の建物を作ってきました。石場建てとは、

基礎石に土台を用いず柱を直に置いて足固と

梁でつなぐ梢法で、建築基準法上は近年まで

審査が通らないとされてきたものですし、今

なお、審査に多くのl時間と費用を要する扱い

になっています。

新潟中越地震をはじめ、銀11路地震や奥尻島

沖地震、阪神淡路大震災で直撃を受けた多く

の建物の中で、私が作った建物は、有馬の断

層の上に建っているものですら全く被害があ

りませんでした。

柱 ・足固め仕口

( 腕しされた大引を)

雇納と栓で引く

地震が多発するこの国では、建物の同協 性

を備えることは不可欠です。木造建築も、地

盤に対応した土木工事、基礎工事、建物構造

を一体として同H寺に計画することが必要で、

す。

土壌学、土質学、土木工事は、建築の設計

者とは別人が調査 ・計画することが当たり前

のようになっていますが、本来ならば、棟梁

や設音階fがトータルで考えなければならない

重要な問題です。地盤により、基礎工事の計

画や木造建物の構造方法も変えますし、何よ

り部材寸法や配置は、どの建物も同一にした

ことはありません。地質をはじめ、使用する

材料の一つひとつの性質、強度がそれぞれ違

うものであるのですから、逆に言 えば、木造

構法を計画するのは、土壌を含めた素材を知

らなければ不可能ということです。

・建築基準法工法( 在来工法) の弱点

ならひ、に使用材料の厳選と心博庵工法

寸法さえあえばいいと、構造材の土台に白

太材を使う建物がありますが、コンクリート

の基礎は水を含み、常に湿った土台の木材は

腐食しやすく、白蟻もつきやすくなり、腐食

を防ぐための薬品は、木材の強度を著しく下

げます。

このため基礎は長尺の花関岩にして、コン

クリー 卜だけに頼らず、土台を用いず石場建

て足固梢法を採用し、建物は足回・壁下地・

梁を 中心に、全体として柔の言 |画をしていま

柱・足固め仕口

( 七寸角の芯持ちの)

足固め



す。木材の組合せと仕口だけでなく、 他の材

料や壁下地、壁土の到変を総合的に地盤から

計画する必要があるのです。

・京町家の伝統工法 (JJ ¥径木と簡易な仕口)

京都には構造材の寸法が小さく、簡易な{ 士

口の木造の 11町家でも 100年以上残っているも

のが少なくありません。それは、京都・奈良

は地盤が固く、過去に大地震も少なかったか

らで、震度 5程度の揺れなら十分に持ちこた

えられたというわけです。

・阪神淡路大震災の現地にて

阪神淡路大震災での被害状況を視察し、現

場で実際に補修してみて、 地盤によって必要

な建築強度が全く違うことが明らかにわかり

ました。

阪急電鉄沿線の山手側は、 地盤が固い地域

といわれています。 しかし地盤の原形を留め

ていない場所、 切土や盛土がしである場所で

は、建物に大きな被害があ りました。山手側

にある敷地面積 2千坪ある大邸宅は、 山の傾

斜地を削り、 3 分の 2 を盛土した上に建って

いたのですが、 L 金物の筋交いのために柱が

折れ、 3寸x 1尺 6寸の挟梁は折れていまし

た。

しかし、その場所 と道路を隔てた、ほんの

わずかしか離れていない場所で、構造上補強

が必要とも思える建物が、実際に震災の 2年

前に私が補強したものも含め、 12軒建ってい

ましたが、何の被害もなく残っておりました。

欄間周りの納り

( 一本物の力貫に一体化)

阪急電鉄沿線の下手は、 地盤が弱く、 R C

造の美術館さえ被害がありました。同じ関西

の中でも、埋立地では特に建物に大きな震災

被害を受けていることも確認しました。

地盤の遣いにより、とれほどの差がある ζ

とを目の当たりにして、改めて地盤の調査の

必要性を感じています。

しかし、そのような個々の司1例は詳しく調

査もされず、研究者の研究対象になってはい

ないようです。

・国土交通省による伝統構法性能検証

について

木造伝統構法の設計法の作成や性能検証実

験を検討する委員会により、新たに性能基準

を作成するため、振動実験台の上に建てられ

た木造建物を揺らして、 両様 性 を調べる実験

がなされたようですが、それは予算の無駄遣

いと言わざるを得ません。同じ地盤はありえ

ませんし、 画一的な実験によるわずかなケー

スで基準を作成しては、かえって危険が生じ

る恐れがあるからです。 しかも、前委員長の

下での実験と同じメンバーの実務者が集ま っ

て行う実験は、多額の税金が使われるだけに

その成果には、特別注目しています。

建築基準法が大地震のたびに変えら れ、最

低の基準という名のもとに改惑を重ね、木造

建築といえば筋交いと金物による ]11111組み工法

( 在来工法) と思われるようにな ってしま っ

たように、今回のような委員会の実験で、法

入母屋・屋根部分の納り

( 天井裏で三層の木による)

断熱 j  

の基準が更に悪く変えられるような乙とがあ

ってはなりません。

・心博庵の伝統工法

木造伝統構法は、多額の建築費と手聞がか

かります 。 最低で、も坪当たり Ｘｾ Ｑ Ｐ 人の大

手聞がかかり、関西の大工手聞は l 人

2万 5千円程度は必要です。木材にもある程

度、強度のあるものを使おうとすると 、坪当

たり 100万円以上はかかる計算になります。

心{専庵; j ; jl ' j 法で、は、大工手聞が少なくとも坪

27- 28人かかり、坪20人の手間代を頂いて

も、木材の分は長年の材料の蓄積から持ち 出

しになることが多い状況です。それで、も弟子

に私の仕事を見せるためにと、私財を投じて

いるわけです。

こうして200年、 300年もつ建物を計画し

ているというのに、建築確認申請を過すため

には大変な|時間と費用を要し、技術を受け継

ぐはずの若L 、棟梁を育てることも剣j しい。

・後継者育成は急務、机上と決定的に

遣う棟梁育成法

大工の棟梁は学校では育ちません。 若者

に机上で構法を教え、材料を見せて、各地の

木材を集めてみても、 1  ｝肝や Ｒｾ 汗の建物を建

てたくらいでは、木造伝統構法は習得で、きな

いのです。

心停庵では、弟子は徒弟制度の修行のため、

4 年聞は私の家で寝食を共にしているのです

が、それでもなかなか育ちません。私自身は

「常足亭j の八畳間を中心とした架繕

( 伝統的な納め方にこだわらず l

上部の剛性を保つカ貫 j  
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3 年の修行で 4 年目には40坪の出家の住宅

を詰け負いました。その乙ろは 1 日4 1時間ほ

どの|睡眠時間以外は、事r中になって仰j きまし

。

た

今の若者が棟梁になるには、 10年はかかる

ようですが、やる 気があれば 5年で十分です。

また、棟梁になるには優秀な者でないとい

けません。 しかし、高学歴だけではその資1 ' (

があるとはいえません。

ものの考え方や常識を、寝食を共にするこ

とで弟子たちに身に付- けさせ、建築にかかわ

る人や材料を束ねられる棟梁としての心梢え

を付- けさせようとするのですが、これが近年

はなかなか上手くいきません。

まず、材料を粗末にしすぎる。自分たちが

親方の私財で学んでいるということが理解で

きていないのです。弟子は、仕事をしている

のではなく、勉強しながら食事や洗濯の世話

をしてもらっているという謙虚な気持ちがな

ければなりません。謙虚に人や材料に向かい、

材料と対話し、自らが建てた建物は人の命と

健康を預かるということを、重く受け止めて

欲しいと思っています。

・進化した伝統工法一金閣寺茶室

「常足亭J の場合

先人の棟梁たちから受け継いで、私がf?負

って きたものを弟子たちに何とか伝えたい。

そんな思いで、有馬煩底痢 l尚から世紀に残る

技術を残すよう求められたとき、金|品! 寺の常

足亭という茶室で、現在の私の出来うる限り

の力を尽くしました。

乙の建物については、 f金 問 寺 平 成 の 茶

室( 新建新聞社) J と題して出版し、公にす

ることで、少しでも多くの方々の研究に役立

つ乙とを願っています。

また、別の寺で、私が設計した建物の耐震

強度を構造設計士が計算したと乙ろ、木造建

築では驚くほど高い強度の結果が出ました。

材料の強度や{ 士口の精度、壁土は考催、して計

算されていませんので、全て数値で表すこと

ができるとすれば、更に高い評仙iが得られる

はずです。残念ながら、乙の建物は施主の都

合により公開を断念しましたが、弟子たちは、

この結果に自信を持って、次の仕事に取り組

んでいるところです。

若者を育て、弟子たちの中から本当の棟梁

が育ち、更に弟子を育て、これから長き将来

にわたり、木造伝統桝法を再興していってく

れれば、これに) 隣る喜びはありません。

( 取材・編集長瀬隙ー)

(吹

ｾｾ砂

《証

(li:) 

容

ｾｾ＠ : i l l ゆ { 尚 昆 ⑥ @ (.司 CD 9 り 事、tiS Ji 

金 閣 寺 「常足亭j 平 面 図
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〈 素 材 ・ 木 組 ・ 建 築 一

そして日本の進む道・・・棟梁の口伝〉

①地盤は木や竹が教えてくれる

②実際に材料を手にとって触れる

①木の寿命を縮める天敵を知る

①創II い柱でも 250年生き残る

⑤ ｪ 霞 ｊｾ のわかる 木を買う

⑥ベニヤは木を死刑にしたも同然

⑦竹は繊維の強度が命

①チタンは半永久的にもつ

①石は叩いて使う

⑮火と水に強い土を知る

⑪自分の目で見て、考える

⑫百年前の椋棚網はまだ生きていた

⑬銘木を索材にして良さを生かす

⑪大工は労働者ではなく研究者で、あれ

⑬職人をテストできるのは大工の棟梁だけ

⑮人件費が高すぎるとよい建築ができない

⑫建築に数学とリズムは不可欠

⑬体力がないのは致命傷

⑬25歳までにひとつのことをまとめよ

⑫若い山代が希望を持てる社会に

出典・ 「金|耳l寺 平 成 の 茶 室J (車rr主l!新|百l社) より

[木下平 プロフィール1

1931"f 石川県生まれ。

1947年 ii 円) 1安太郎氏( 京都) に弟子入り 。

1954年 仁和寺の茶室、遼廓苧・飛泌苧に感銘を受

け平井滋淫i棟梁に師事する。

1966年数寄屋師として独立

1989年 (側数奇麗研究所心剛奄を設立

主なｾ紅 ｩ は、酬恩 ｊ 奄Ｍ Ｈ本 寺茶室 ・ 方丈修Ｚ･ｲｲ、光悦守

".1 ｾ院茶室本ＺＡｬｬＺ・屋根、 三 輪休雪邸、大阪城賞金の

茶室、下山形 Ｑ 寺 ｊ 倍、金閣寺茶室・ Ｇｦ ［ｾ 足干など 。

受賞l廷は、 J;( Ill IJ 符伝統産業優秀技術者賞、チタン届

根で グッドデザイン 賞、茶室裏千家百ｾ 5 問茶室文化

賞、 日本m梨学会文化賞。

中門

四畳半席

八畳席

(広間席)



「京都市建築物安心安全

実施計画」の策定

高木勝英

京都市都市計画局建築指導部建築安全推進諜担当課長

住宅やl苫舗、オフィスピル等の建禦物は、

市民生活や社会活動を支える基盤であり、 地

震や火災にとどまらず、建築物に|刻する事件

事故が発生するたびにその安全性に対する信

頼が問われている。加えて、京都市では、歴

史官1¥市特有の都市防災面での取組課題とし

て、狭あい道路対策や京町家の保全 ・再生の

課題が挙げられる 。 また、環境モデル者ｾ市と

して、低炭素社会の桝築に向けて既存の建築

物を大切に長持ちさせて使い続ける社会経済

環境を形成していくことが求められる。

このため、京都市では、学識・4型車走者、関係

団体、事業者、指定確認検査機|刻、行政|刻係

部局の参画のもとに、実務を踏まえた議論 ・

協議を重ね、新築建築物と既存建築物の両方

の安心安全対策を総合的かつ効果的に掲泡す

る指針となる「京都市建築物安心安全実j泡計

画J ( 以下、「本計画J という) を平成22年

3 月に策定した。

なお、本音|画は、匡|土交通省が特定行政庁

での策定をf伯it する「建築行政マネジメント

計画J ( 建築行政における円滑かつ適確な業

務の朝市ーを折8並するための指針) の趣旨を踏

まえた内容としている。

l 現状の課題と施策目標

京都市における王見状の建築物の安心安全面

での謀組としては、以下の点が挙げられる。

. 建築基準法に基づく検査の意義や必要性が

建築主等に十分に認識されていない

・新築当初からの違反のみならず、後の用途

変更や増改築による違反が多い

・既存建築物の定期的な点検調査や必要に応

じた修繕が十分に行われていない

・既存建築物における事件事故が増えている

・地震災害H寺の避難救助 ・防火防災の問題を

抱える袋路等の創11街路が多い

これらの現状と謀題を解決するための施策

目標として、本吉|画では、 3点を掲げた0

・安全な新築建築物を生み出す

里主主

O 建築主等へのPRが不足

0 用途変更や増改築による違反が

多い

O既存建築物の定期的な点倹調査

や修繕が不十分

O既存建築物における窃件事故が

増加

O袋路等の細街路が多い 等

てこア

施策目標と取組

安全な新築建築物を生み出す 」 瓜 国

訪完了倹査の徹底と憲議改革 ｉ ｉｾ ｉ グ ｅ 可 . .  

目，- r; ヘr 、、調-‘

既存建築物を安全なものにしていく 庇y，--"聞 ，. .

明 朗 報 制 度 の 対 制 大 事 件 制 対 策 強 化 な と 円 倒 留

施策を効果的に推進するための環境を形成する I I  II '!!ゴ

=争関係自体との酬による情報提供鵬形成など E 一 一

- 既存建築物を安全なものにしていく

- 施策を効果的に推進するための環境を形成

する

l 施策目標を達成するための 9 の取組

[ 新築建築物への対策]

( 1  ) 多機な機関の述扱による完了検査の徹

底と建築主や事業者等の意識改革による安全

性の官制呆

建築主や事業者への普及啓発、工事弘弛の

徹底、各積申部手続きにおける検査済証の要

1
1
ド化等に取り組むことにより、完了検査済誌

の交付率100%の達成を目標とし、主ff3築建築

物の安全性を[ i 'u凶記する。

[ 既存建築物への対策]

( 2) 定期報告制度の対象建築物の拡大と調

査データ活用の{足進

現状では定期報告制度の対象建築物が少な

く、既存建築協の状況把振が十分ではないた

め、面積要件の引き下げと対象用途の追加 を

行うことにより、乙の定朗報告の対象となる

建築物の範囲をJ広大させていく予定である。

( 現状約600件の対象を 10年後に約 1万件ま

で拡大することを屯! 定)

さらに、定期報告を要する建築物で報告が

ないものには査察等により指導を行い、定期

的な点検、検査、調[ 査の鋤包を御堂長させて報

告率を上げ、協合E建築物の安全性の向上を目

指す。併せて既存建築物台帳の整備にも取り

組み、既存建築物の安心安全対策の効率的か

っ効果的な実施の検討を進めている。

( 3) 既存違反建築物対策の強化

既存建築物の適正な制備管理を促す啓発等

を行うとともに、主に不特定多数の方が利用

する特妹建築協への査察を強化 し、避難や防

火等の違反の地主や既存不適格部分の改善の

指導に重点を白いて、既存建築物の安全の確

保を図る。

( 4) 事件 ・事故対策の118韮

建築物における事例斗E放が発生した場企に

は、適宜、情報捌共や注意l駒包を行い、類似

の事故の発生のおそれが高い建築物について

は、点検調査を指示し、その報告を求め、必

要に応じて査察する等、事故の予 ｉ ｾ Ｚｸ慨を推

し進める。

( 5 ) 耐震診断 ・耐震改修関連施策の; { ( 笑な

展開

平成19年度策定の「京都市建築物耐震改

市創出隼計画J に基づき、市内の住宅・辿築物

の耐震化を推進し、地震災害に強L 、昔日市づく

りを進める。

( 6) 危険建築物対策の強化

地域の活力低下を招き、危険建築物につな

がる空き家を発生させないという予防的な観

点から 、地域や関係機関の役割分担と協働の

もとで、 地域ぐるみの取組を実施する。また、

危険建築物の急迫の危害を回避するための修

繕や除却について、効果的な指噂を行う 。

[ 施策を効果的に推進するための取組]

( 7 ) モデルエリアにおける各種施策の展開

本音|画で掲げられた安心安全対策を集中し

て笑施する地域( モデルエリア) を設定し、

モデル地域での耳蹴lから得られた知見や組験

を施策の見直し検討や他地域への展開に活用

することで、本計画の実効性を高めて L、く 。

( 8 ) 各積法制度や京都基準策定の研究、辿

対策を推進するため、法制度や京都基準等に

ついて研究を重ね、必要な制度の強制や国へ

の要望を行う 。

(9) 関係団体との連携による情報提供 - 環

境形成の推進

本計画に掲げる側担の進行管型、役割u分但、

合意形成を行う場として、建染物の安心安全

に関係する機関や団体等で市旬戎する「京都市

建築物安心安全期制画推進会議J を設置 ・

運営し、適法てや安全な建築物が不動産市場で

評価される市場脱税の形成や、建築物の安心

安全の取組の各面情報発信を行ってL 、く 。

l おわりに

平成22年 7 月、「京都市建築物安心安全実

施計画折。ffi 会議J を設置するとともに、 J白i主

会議のもとにテーマごとの分科会を設け、本

計画を共通の指針として、行政各部局をはじ

め生産から流通の各段階にかかわる事業者団

体の参画を得て、公民の役割分担と協働によ

り耳) uffl を鋭な進めていく乙ととしている。

このネッ トワークを母体として各主体の自

立的な取組が活性化 され、それらの取組が官官

に連携し相乗効果が生まれることで、総合的

かつ体系的に、また着笑に本計画を実行して

いきたいと考えている。 ( たかぎかつひで)
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L E D照明の普及状況と

今後

竹中祐二

東芝ライテック( 紛LED事業部商品担当主務

次世代の照明用光源、として期待される

L E Dは、省電力、 小型経虫、原材料の削減等、

環境性能において優れた特長を有している。

特に、近年地球温暖化防止の必要性が高まる

中、 L E D照明に対する期待は大きい。

とこでは、主なL E D照明の動向について

紹介する。まずL E D電球は再販市場のj仮売

金額において 昨年末に白熱 ， ｭｦＩｊｾ を上回ってお

り、現在では電J . : j ( 形蛍光ランプも抜いて電球

類では一番の売上金額となってきている。数

hl ベースでは東芝ライテック (刷住定2009年

度全メーカ一計で約 4百万個程度の販売だっ

たと思われるが、 2010年度は l 千 4 百万個

ほどになると推定される。特に照明の最需要

期である 12月は、単f=1で、百万個以上の売上

が予iWI される。

現在、当社の推定ではE26ソケットは約

1依 5千万個、 E17ソケ ッ トは約 l 億個、合

言|およそ 2億 5千万flli lのソケットが使用され

ていると考えられるが、 2012年までには、

LEml l 球の累計販売数量は 7 千万個程度と

なり、ソケット占有率では約30%がLED1屯

球となる見込みである。

一方、住宅用照明器具は2009年度市場出

荷数量は約30万台程度の出荷があったと推

定される。2010年度は各社からの新製品投

入がさらに進み、およそ 2 倍強の70万台の

出荷に達すると見られる。このほか、施設-

j高官rIi 照明及び屋外照明においても L E D照明

器具光束

••• 
化が劇的に進行しており、附富士経済調べで

は、 L E D照明市場は2015年には09年比約4.2

倍の l 千 3百億円市場となる見込みとなって

いる。L E D照明は今後、 I-I I D光源を上回る

効率を有する Ａ ｾ賢明となる見込みもある 。

以下、最近の主なL E D照明の製品情報を

紹介する。

l ダウンライト

ダウンライトのL E D化は、白熱電E求40W

形相当器具からオ端的活用が始まった。現在

は器具光東が5，000 1mを超える機種も登場し

てきている。使用用途や必要照度に応じて選

択できるようラインアップを充実させてい

る。図 1 に概要を示す。

主な機種の特長は以下の通りである。

1  ) 白熱電球 (40W、60W、100W形) と比

較した場合、約85- 88%の省エネが実現で

きる。

2  ) 白書4ぽ電球に対し、 40倍の40，0001侍|湖の長

寿命である。

3) 電源を器具本体に内蔵し、大幅な省施ー

を実現し、豊富なラインアップ( 肝下用、シ

ーリングダウンライト、高気密S G1形、 11汗

下用S G Ｑ 形、利 ｊｲｲｍｲ ｾ などＩをそろえている 。

4) 初期設備賀' は電球ダウンライトの約3.2

倍であるが、消弘( ，' 14力が約 1/ 8になるため、

電気代が大幅に削減され、約 4 年で、初期設似1

1'I: 増加分を償却l し、 10年間のトータルコス

トでは、大幅にLED! ! 日明が有利となる。

l ベースライト

ダウンライトでは対応できないオフィスや

工場、脂舗などの主照明( ベース! 照明) にも

使える明るさを持つL E Dベースライトをラ

インアップしている。その特長、お勧め使用

場所は以下の通りである。

1  ) ベース! 照明にふさわしい高い器具光束を

実現( 器具光東3，000- 6，400 1m)。

2) 効率重視タイプでは総合効率84 (l m/ W)  

と、I - I f蛍光灯器具に相当する効率を実現し

た。

3) スクエア、ストレート形、埋込形、 I直付

総合効率 形、高効率、高

751m/ W 

演色など虫宮な

71 1m/ W 

ラインナップが

ある。

701m/ W 

4) 蛍光ランプ

の約 3 - 4倍の

801m/ W 

40，000時間の寿

命を有する。

821m/ W 

5) 4線式調光

方式の採用で、

約 5 - 100%ス

300クラス

※ 自然灯 4 0 Wクラス

340l m 

500クラス

490l m 

※白剤l灯 6 0 Wクラス

900クラス

※ 白熱灯 1 0 0 Wクラス

940lm 

2. 000クラス

※ 蛍光灯ダウンライト

(FHT42W) クラス

6. 000クラス

※ HI Dダウンライト

( 70W) クラス
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図1 ダウンライト代表機種スペック一覧

ムーズな連続調光を実現した。あかりセンサ

や人感センサなどの制御機器と組み合わせた

調光で、更なる省エネも可能である。

6) L E Dモジュールを着脱可能タイプにし、

メンテナンスの効率化を図った。

このような特長を有している L E Dベース

ライトは、高い fl 日度が必要な大空間、長時間

点灯する場所、冷風など潟断縄1を受けやす

L、場所、ランフ。交換がしにくい場所などの脂

綿や公共施設、工場・倉庫などに適している。

I  L E D電球

市場における L E D電球の中でト ップクラ

スの製品特長を、以下に示す。

1  ) 一員貯E球からの置き換え可能なサイズ( 外

形60mm、全一長1 l 9mm) を実現した。特に、

口金近傍のネ ック部の寸法を、可能な限り電

球に近づけ、器具適合率を向上させた。

2) 寿命は40，0001時間と、 一般電球の約40倍

である。

ＳＩ 消Ｚｬ｟ｬ Ｈｉｾￚ 力は ＵＰＰ 1mクラスで6.4W、およ

び300 1mクラスで4.6Wを出えした。電気代・

発熱量 ・C 02排出量は白熱電球の約 1/ 6 を

達成している。8. 7Wタイプにおいては810 lm

と、業界最高の明るさと効率を達成した

(2010年 6 月現在当社説べ) 。図 2 にL E D電

球8. 7Wの明るさと効率を示す。

LED電球 一般電球形8. 7W( 昼白色相当)

9 3  

(l m/W)  

ヰ一般電球 自電球形蛍光ランプ

6 0 W形 旨可電I求6 0 Wタイプ

. 消費電力5 4 W " U  消費電力 12W

1  5  (l m/W)  6 8  (l m/ W)  

図2 LED電球8.7 Wタイプ明るさと効率

4) 周囲活岐の影響を受けにく L、ため、低温

でも明るく点灯する。繰り返しの点滅に強く、

点滅 ｾｲｯｪｴ の多い場所でも活用できる 。

L E D屯球一般市球I1ヲ8.7 Wと白熱屯球60W

形との経済上じ絞を例として見ると、 4万I f 寺間

使用の場合、ランプ代と電気代のトータルコ

ス卜ではL ED' i ' 1l球は l 個あたり約 3万 7千

円お得になり、 1 日8 u寺問、年|首13，0001時間

使用の場合、約 Ｒ 壬 ド ｉ ｾ で 初期投資が回収可能

となる( 電気料金目安単価0.022円I Whの場

合) 。

( たけなかゅうじ)



ｾｭ 波と府下南部、及び和歌 山を結 ぶ私鉄幹線

として歩みを続けている。

開業11寺の初代期計皮駅は木造土蔵造りの駅舎

で、屋線に時計台を備えた綴洋J!li t} j 匠の建築

であった。それが明治21年に火災焼失後、木

造洋風の 2代目駅舎が建てられている 。そし

て明治45年 (1912) に再度焼失し、 3 代目

駅舎が辰野片岡建築事務所の設言|によりかR瓦

造一部木造 2 階建ての洋風駅舎として建てら

れている。

H自利に入り大阪市による御堂筋の拡張整備

が進むなかで、南海ビルデイングの建設が計

画され、久野建築事務所の設計で昭和 4 年

(1929) に起工、第 1期中央ブロックが昭和

5 年、第 2期西側ブロックが昭和 6年、終盤

の第 3J 羽東側ブロックが昭和 7年 7 月9 日に

竣工している。館内に入庖した高島屋は第 l

Jtn工事の竣工の昭和 5年に早くも仮開庖して

おり、昭和]7 年に本開庖した。

この南海ビルの建設は、南海鉄道の創立50

周年を目前にした建築事業であったのであ

り、その記念出版誌『開通五十年J ( 昭和11年)

の巻頭部を飾り、次のように記されていた。

「日本第一の商都大大阪のJ 削減音11を形成する

昨波界隈の目ｼ喧ぐるしき郊 ｴ 踏Ａ人のｾｦ，ｊ捲き自動

車の流れ ! 四六時中間断なき熱闘殿! 脹を 11中腕

して ｩｴｴｴｾ を圧する富 ｪ 款の如く端然たる威容誇

らかに御堂筋に直面してその南端に笠立せる

ものはOl E 波訳、南海ピルデヰングである。-

このピルデヰンク、、は復興式鉄骨鉄筋混概土造

大阪の背骨といわれる御堂筋の南北に位置

して、ともに昭和初期に建てられた建築に南

海ヒ、ルテ' ィング( 南海ビj レ) と阪急ビルテe イ

ング( 阪急ビル) がある。わずかに先行して

昭和 4 年 (1929) に第 l 期を竣工させた阪

急ビルがタイル張りの桃成的な外観を寝泊と

していたのに対し、南海ビj レはテラコッタに

よる付・柱とアーチを連ねたネオ・ルネサン

ス ・スタイルの壮観なるものであった。その

対比的デザインは御堂筋の時代を物語るもの

として、心斎橋におけるかつてのそごうと大

丸のように興味深く諮られてきたものであっ

た。

そして近年、梅田、難波、天王寺ともども

ターミナルゾーンの大規模な開発整備が進行

し、見' 凶れてきた風景の変化に戸惑いを感じ

るなかで、南海ビルが平成19- 21年にかけ

て復原的手法による再生が図られたことに注

目したい。
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建

築
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- 南海電鉄と南海ビル

南海電気鉄道の起源は、明治15年に藤田停

三郎らにより発起された大|坂堺間鉄道にあ

り、その後明治17年 (1884) 我が国初の民

間鉄道会社として阪堺鉄道が設立され、翌年

12月に難波から大和川|削 を結ぶ鉄道が開業

した。そして明治21年に路線を堺まで延ばし

つつ発展し、大正11年の大阪高野鉄道との合

併により、和歌山に至る南海線と高野山に至

る高野線、及びその他の支線を有して、大阪

南

海

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

(

南

海

ビ

ル

)

山

形

①南海ビル南東側外観

( 現在/ 当初写真③参! ! 日)

政

H刀

口

33 建築と社会 ・2010.8

① 南海ビル南西側外観 ( 現在)
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①正面全景

「大阪の雨玄関である 。 道領府心斎橋といふ ｾｾＱＱＱ 地 の中心へ乗

り込んでゐる南海鉄道のターミナルビルデイングで而も |穏上に

は向島屋百貨脂といふ陣容。 ー優雅なアーチ柱型の並立。七

Ａ附込ｾの大建築である 。 鉄骨Ｇ硝子の庇が前而全 ｦｴｬｬ に廻ってゐるの

も停車場の風絡を備へてゐる 。j

⑤ 

① 

④ 

⑤ 

l 附 ' 1:' iuiμ l  

④ 大入口上テラコ ッタ

「人 ｉ ｬ ￯ｅ而庇を見上げたもので、鉄 ｉｉｾｊＧ 硝子の

l庇の総子が明| 僚に理解111. 来る 。入口上の加の

装釘liは南海鉄道のマークを型取って図案化さ

れたものである 。」

@ 百貨后A階段

円程、親tl: 手綱は大互n石を、踏而にはゴムタ

イルを使ｊｔｬしである 。 而 ｩ 倫子も ｲｾ へる 。 」

( 本階段はスティール窓サッシとともに内部

に現存する数少ない部分。写真⑬参照)

⑥百貨庖 1階エレベーターホール

⑦ 駅ホール全景

ｉｾ 而や柱型には大理 石をＮ ［ 長つである 。 写真

の左1)111は切符売場、右側lは改m札口と案内所、

rl' :9<:突き 当りは喫茶底になってゐる 。j

③ 1階平面図、 2階平面図

「 建 築 と 社 会J 第i I i l 輯i I l 号里町勾坦竺111
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① 

①百貨庖 7 隠サロン内部

(r建築と社会j 昭和 7年" 月号より)

「ベニヤ板を巧みに張り目 地に金属線

で宿文JIヲに止めてゐる、 明るい大食堂

である 。集会場同様冷暖房装位をして

ある 。J

⑩直営喫茶庖内部

(r建築と社会j 昭和 7年11月号より )

「駅ホールに面する l喫茶庖で壁天井銀

色テツコー壁紙は、カウンターの大型

石、パイプ家具とよく調和してゐる 。j

⑬ 

⑪現在の駅ホール ( 当初写真⑦参照)

⑫駅への入口上部

テラコッタの図案中央に南海電鉄の

社章「羽車J を置いている

⑬屋上に残る装飾塔 ( 写真②参照)

⑪ 昭和32年本館西に増築さ れた南海

会館に残る当初外観

⑮現存している| 日A 階段 ( 当初写真⑤参照)

f 可
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り、間口九卜六問、高さ地上百尺延坪約壱再

三千坪を算する近代的建物であって、その面

和の広大なる乙とに於いては蓋し当今大阪第

一と称するととも 敢えて淑美でもあるま Lミ。j

つまり、間口173m、 7 階建て、塔上部ま

での高さ 42メートルの南海ビルは南海電鉄

のシンボルとして、また拠点ターミナルビル

として計画されたことに加えて、幹線道路の

御堂筋は もとより、「戎橋筋 ・南海通り等の

繁華街は何れも此処を ｉ Ｚ ｉ ｾ 心として放射し、道

頓繍 ・千日前等の歓楽境並びに模範的商店街

たる心斎橋筋など何れも徒歩数分を出でざる

圏内に抱擁せられ此処に文化的脈脚を高らか

に打たせているのである J ( 前掲) と特筆さ

れたように大阪屈指の繁華街の中心を担う、

ミナミの要衝となる建築であった。そして当

時近隣で目をひく近代建築に精華小学校( 昭

和 4 年) 、大阪歌舞伎座( 昭和17年) があり、

それぞれに瓦屋根の街区を圧する偉観を呈し

ていたのである。

- 南海ビルの建築

竣工まもなく 『建築と社会J ( 昭和 7 年11

月号) 誌上において「南海ピルテ' ィングj が

竣工の写真など詳しく報じられ、そして建築

主サ イドの|潟H寺建設事務所所員坪井誠一の

「南海ビルデイング建築工事を終ヘて」など

が収録されており、それを元に建築当初の概

要と特色を記すこととする 。

本建築は長大な北側を正面として東西に長

く、* を道路に沿って湾曲配置された高層ビ

ルである 。 l 階中央部 2 ヶ所を難波駅への出

入り口とし、ガラスの採光天窓をもっゥe オー

ル卜天井の駅ホールを中心に、 l 、 2 階の中

央部から西側にかけて駅舎機能を収め、建物

東側及び中央部 3 階以上に高島屋百貨屈が入

脂、西1) [1) 3 - 6 階には南海鉄道事務所が入っ

ていた。地下 l 階は百貨庖食堂及び市営地下

鉄への通路があり、昭和10年10月に地下鉄

難波駅と直結されたのである 。また 7 階には

集会場( ホール) とサロンと称した高級食堂

があった。昭和 7 年にここを訪れた北尾鍛之

助が乙のサロ ンを次のように紹介している。

「これは恐らく大阪のデパートの食堂中、

最上級に属しているばかりでなく、どこの食

堂に行くよりも、尚ほl司ー重なサーヴィス振り

を発揮している 。・・…・ そして、この食堂では、

毎日メニューが変わる 。和洋とも一円の定食

の外に凝った一品料理がある 。一円のビーフ

ス テ ー キ が あ る ( 三 十銭が相場である)

-。この高級主義の経蛍は、果たして客が

だんだんと減って、損失を被るよ うにな った。

しかし、どこまでも、この高級主義をやって

行こうといふ、意地を張っていると乙ろに、
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高島屋といふ伝統の暖簾のきらめきがある j

(r近代大阪j 昭和] 7年)

本建築の外観はテラコッタ( 伊奈製|淘製作)

を主要外壁材とし、主主匠様式は「近世復興式」

すなわちネオ・ルネサンス ・スタイルをと

る。 7 階高さの外壁は基部、中間層、最上層

の 3層に構成され、粁頂部にはアンテフィク

ス鮒i りを並べたコーニス( 粁飾り) が回る。

3 階より 6 階部分に当たる中間層23スパン

( 柱間) のうち 14スパンの外壁面には長大な

コリント式ピラスター (付柱) とラウンド ・

アーチを連ね、柱頭上部には才凶司装飾をもっ

飾り 壷、アーチ頂部にはスクロール状のキー

ストン飾りが配されている 。乙うした壁而梢

成、及びクラシ ックなオーナメン ト装飾によ

り格調高くかっ華やかな洋風スタイルにまと

められている。また駅入り口となる両玄関部

回りには、 「羽車j の社主主を用いた盾形装飾

やスティール製の青海波装飾グリル及びブラ

ケット型装飾灯具など特色ある意匠があり、

l 用自の上部には二重ガラスを用いた長大な

鋼製鋼板打出し仕上げの大庇が設置されてL、

た。それは歩行者に供する機能とともに、沿

道を飾る設備として注目されるものであった。

- 久野節の作品として

設計者久野建築事務所と久野節について

は、 H百和11年に刊行された 『近代建築Eli- 譜j

誌上の広告誌面に業務履歴など案内広告があ

り、また氏の没後に久野宗彦氏によって記さ

れた「父の乙と J (W鉄道建築ニュース j 1962 

年 8号) からも、氏の略歴が知られている。

久野節は明治15年 (1882) 2 月21 日、大

阪堺に生まれ、同40年に東京帝国大学工科

学建築学科を卒業し、同44年まで千葉県技師

となる 。明治44年 (1911) 8 月に鉄道院技

師に転じ、大正 9年には建築課初代課長に就

き、各地の国鉄、鉄道建築を設計指導した。

昭和 2年、 45歳にして独立し、久野建築事務

所を東京に開設、その後も鉄道関係の建築を

中心に活躍を続けた後、 H百和16年に事務所を

閉じ、戦時中には静岡県伊東に転居、 H百稿l36

年lこ永眠している。

主失道省在職中の主な作品には、 山陽ホテル、

大阪・名古屋・仙台各鉄道病院などがある。

代表的な建築には大阪鉄道局( 昭和13年、設

計は大正15年) があり、褐色スクラッチタイル

張り 5階建ての堂々たるものであった。独立

後の主な作品には、大阪鉄道病院( 昭和 4年)、

参宮急行電鉄近鉄宇治山田駅( 現近畿 日本鉄

道、昭和 5年) 、南海ビ‘ ルディング( 昭和 7年)、

蒲郡観光ホテル( 現蒲郡プリンスホテル、| 昭

和 9年) 、そして母校堺中学の同窓会館である

i界中学三丘会館( 昭和]9年) などを残している。

それらのなかで王用字しているものは南海ビ

ルのほか宇治山田駅、蒲郡プリンスホテルな

どに限られ、本建築は鉄道ターミナル建築の

代表的なものとな っている。ところで南海ビ

ルの内部意匠には、すでに失われている利風

意匠を織り交ぜた特色あるアールデコ的表現

があった。それを訪仰させる多彩でかつモダ

ンなインテリアが浦和1プリンスホテルに残さ

れてし喝 。蒲郡ホテルは和風城郭風屋根をも

っクラッシクホテルであるが、かつて鉄道省

国際観光局が企画推進した国際観光ホテルの

一つであり、南海ビルに続く久野作品として

関連のある興味深いものなのである。

- 戦後の歩みと、近年の修復

戦後に至り昭和30年 (1955) 、本ビル南に

隣接して百貨屈の増床と、劇場等を収めた南

海会館( 坂倉準三建築研究所) が計画され、

昭和32年に竣工している 。続いて昭和50年

代に難波駅改造整備工事が行われている 。駅

ホームの全面的拡張整備のため 2 階に位置し

た軌道を 3 階に移設したもので、それによっ

て従来の駅ホーム上の鉄骨アーチの上屋は姿

を消し、高島屋のJ; 5 内もほとんど全て改装さ

れてきたのであるが、テラコ ッタとタ イル張

りによる外観意匠は当初以来保持されてき

た。

また屋上南よりに設置されていた装飾II塔

は、手摺金物など失うもののテラコッタの

初意匠をよくと どめ、正面外観において大H寺

言! とともに史的意匠の要点となっている 。

そして近年にかけて本建築の外壁修理工

事、内部での耐震補強工事、避難安全対策工

事など、 一連のリニューアル工事が行われた。

なかでも外壁修理は、本建築の最も特色あ

る部分と位置づけられ、テラコッタによる付

柱及び役物、平板材の復原的修理を第一の課

題として進められた。加えて戦後張り替えら

れていた 2丁掛けタイルの軽量乾式構法によ

る整備、 1  )曹目 JI要顧み花筒岩の修理と一部補

修、窓サッシの整備に際しては当初スティー

ル枠をとどめ、その前而に新設サ ッシが設置

されている。また大庇は昭和55年、モザイク

壁画「南海沿線の祭り J の寄贈設置に|嫁して

新しいものとなっていたが、今回の整備にお

いては当初の意匠と二重ガラス張りの工法に

倣い製作され、 11好新かつクラシ ックなイメー

ジの再現が果たさ れている 。

資料

I建築と社会I 昭和 7 年 11月号

南海鉄道株式会社『開通五十年I 昭和 11年

ー南海鉄道株式会社『南海鉄道発達史j 昭和 13年

- 池田恵次「南海タ ーミナルピル再生計画J r建築と

社会l 平成21年 8 月号

( やまがた まさあき/ 大阪芸術大学建築学科教授)
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雑多な風景と小さな寄り合い場

ーカマン ! メディアセンターの日常

「あら不思議、テイツシユで

かマジツクシヨ一が始まる 。その傍では、棚を修理するおじさんや、絵を描く若者、その

若者にちょっかいを出すおじいさんなど、何とも形容しがたい状況が繰り広げられている 。

ここは、あいりん地域の端、天王寺や日本橋にも程近い動物園前商庖衝の一角に聞かれた

カマン! メディアセンター( 愛称・カマメ! ) である。小さな寄り合い場として、機々な

人たちが日々出入りしている。

あいりん地域は、日雇い労働者が集まる寄せ場を起源に形成された。現在は単身で高齢

の男性が多く暮らす。商庖街では、そんなおじさんたちをはじめ、 買物に来たおばさんや、

近辺の安宿を利用する若者や外国人旅行客、裏路地から出てきた子どもらが行き来する 。

カマメ! が; 場所聞きしたのは2009年 6 月である。帽子屋、おでん屋、立ち飲み屋など

が並ぶ商庖街に、突如として現れた手づくりの寄り合い場は、近所ではちょっとした| 噂に

なった。行きかうおじさんたちと比べれば圧倒的に若い大学生らが、セルフビルドで小さ

な空き届舗の改修を始めると、「おい、そのカンナへたくそだな、かしてみろ! J と腕に

覚えのあるおじさんの指導が入る 。次第に、縁台風の床や、棚などが形をあらわし、近所

のおばさんに頂いたこたつ机や座布団が所狭しとなびはじめると、最初は胡散臭そうに見

ていた人も、「こ乙は何するところなん? J とか、「新聞に出ていたね、見たよリなどと、

一歩乗り出し、話かけてくれるようになる。オリ ジナルキャラクターのハリボテを身にま

とった街頭テレビを通りに向け、懐かしい映像を流すと人だかりができ、自然と会話が弾

む。それが今では、血の気の多い人も、芦のでかい人も、演歌歌手をめざす人も、食べ物

をせびる人も、 ζ こに集まってくる。そして、冒頭のような状況といった具合だ。

この状況、いろんな人が「つながる」と いうより、 「ぶつかってい る」といった感じが

I  l ov e my  t o wn  

近い。例えば、カマメ! には、 釜凹バンド( かまぼこバンド) というグルー プがよく練習

にくる 。デコボコ人生を歩んで、きたおじさんたちを中心に、その場に居合わせた若い連中

なども巻き込み、不特定多数がガヤガヤとはじめる。音楽のほうはというと、好きかつて

に音を出して、お !立辞にも上手いとは言 えない。いや、最近は多少うまくなっているが、

ボコボコな感じが、昧わいを出している。 きれいなハーモニーではなく、独特な衝突感が

人聞くさくて面白い。

乙のま(g多さが織り成す風景は、 地域の特徴であり、カマメ! にもつながって L 唱 。ちら

つと 聞いた話では、全国各地から集ま った 日雇い労働者が 2 万人、外国人旅行客は年間

8万泊、見学などの来訪者は年間 3万人ほどらしい。人びとの動きのスケールがでかい。

また、この辺りを表すH予ばれ方も様々だ。西成、 釜ヶ d崎、新今宮、萩之茶屋などと、状況

に応じて変化する。そこには偏見もあれば希望もある 。こζ まで多様な顔を持つ地域は珍

しいだろう 。ふるさともパラパラ、この地域に来た事情もバラバラ 、抱えるしんどさも、

夢も想いもバラバラだ。そんな様々な人びとが流動する雑多さはやはりフツウと違う 。 し

かし、それがこのまちの風景であり、魅力なのだと思う 。ことは、関わり続けたいと思う

数少ない地域である。

建築と社会 ・2010.8 37 
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寸ゐ金裕 AKA NISHI  SHI GEHI RO-

学歴

1981年長崎総合科学大学卒業

経歴

1981  - 1989年

1989年

2007年

1997- 2006年

2002- 2006年

受賞歴

伊藤喜三郎建築研究所

スタジオハルピン設立

K&NJ 7 ーキテクツに名称変更

和歌山県立第二工業高校非常勤講師

和歌山大学システム工学部 非常勤講師

「三尾邸j にて

2007年 第 3 田和歌山市優良建築物質受賞 集合住宅プラージュ和歌浦

2006年 現 代 日 本 の 建 築 家 優 秀 建 築 選 2006 集合住宅プラージュ和歌浦

著

「わかやまワクワク探検隊J (和歌山新報社) 2002年

聞き手 古谷隆祥 (昭和設計)

写真揖影河合止揚

38 謹集と社会 . 2010. 8 

“ まち" に学び、“ まち" をったえる

和歌山南部、枯木灘の入江や岩礁が入り組んだ風景は、日本三景のひ

とつ松島より締腿だという 。生まれ育った“ まち" に愛着をもっ。そん

な建築士中西重裕氏にインタビューを行った。

東京の組織設計事務所を経て30蔵を過ぎた頃、 地元に戻り独立を架た

す。高校卒業後、大学、社会人と地元を離れていたこともあり、事務所

開設 当初 は仕事が Ｑ Ａｬｾか ったと ｌ 寸 。 まずは故郷をよく知ろうと和歌山の

“ まち" を調べ始めるが、建築探偵団のような資料が和歌山には無かった。

ならば自分が、と思うあたりに中西氏の故郷への思いの大きさを知L唄 l

る。その活動は「わくわく探検隊j と称し、和歌山新報に平成 8年 3 月

から平成19年 2 月までの11年間、月 2 回紙面に連載されている 。長期

間継続していることに敬服するとともに、この活動を通して“ まち" と

ともに“ ひと" とのつながりも構築する良い機会になったのだろう 。

「三尾正| りなど古い建物を再生する仕事はこの、活動の延長1削 二lこある。

再生の仕方は原型を忠実に残すことも、新しい形で残す乙ともあり得る

とL 、う 。戦前の写真をみると瓦屋根に洋館が混在していても述和感がな

いように、“ まち" として落ち着いた印象を与えることが大 切であり、

原型を残すことに強いこだわりがあるわけではない。だから「三尾邸」

のように登録文化財でありながら、高齢者の住まいとしても成立する形

が見いだせたのではないだろうか。

中西重裕氏の設言|は最初からコンセプトがあるわけではない。周囲の

状況を把握しその瑚境の中で思うことを形にする。シャープに締腿に納

めたいが無理をしないし、極端なことはしない。若かりし頃の失敗や経

験、古い建物から学んだ結果、辿り着いたスタンスであり、建築や環境

との関係性を表しているかもしれない。

和歌の浦にある 「プラージュ和歌淵i J はそんな距離感だからこそ成ユ

した形かもしれなｾＩ 。 “まちＢの渦中に身を置きながら、万葉の ｉ 時代か

ら和歌にも祢まれる和歌の浦の大切さをil ltよりも認識し、周囲に説明を

重ね、構築してきた“ ひど' とのつながりを活かした結果ではないだろ

うか。そんなバランスが施主も地元も納得する形を生み出したのだろう 。

和歌の浦の景観保全に尽力された、故多国道夫先生がこの建物を認めて

くれたと話すその姿に、 言葉に表れはしなかったが、背負っていたもの

の大きさを少し感じとれた気がする 。

建築士は仕事だけしていては駄目だという 。より社会と柏極的に関わ

りをもたないと“ まち" の姿は見えてこない。関わることで建築士自身

も“まちＢから学ぶことができるし、そのｦｉｾみ重ねが結果として建築士

の地位向上につながるという 。

そして、中西重裕氏は今も仕事の傍らで、痢l歌山の歴史的建造物を映

像に納めて上映会を実施するという活動を実践している。戦前の写真か

ら当H寺の“ まち" が組、像できたように後 |立に映像を残す乙とは重要であ

る。昭和30年頃までの建物には良いものも多いが、維持 ・管理は資産が

ないと難しい。建物の保存に建築士が直接、貢献できることは少ないが、

それでも次世代に“ まち" の良さを引き継ぐととが出来れば何か残せる

のではないか。価値ある砂防であることを積極的にオーナーや次 世代に

伝えることで、建築士の出来る役割を果たそうとしている。

将来の夢は建物が風景の一部となる桂離宮のように、 |時間をかけて元

成させる庭園づくりという 。きっとそこには和歌山の“ まち" を感じる

ではないだろうか。松島より締腿な“ まち" の姿を。
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明 治 4 2年 報 エ こ の 約 100年 の 周 に 時 代 は 明 治 、 大 正 、 昭 和 を 経 て 平 成 へ と 移 り 変 わ っ て い る 。

日 本 人 の 生 活 様 式 に も 変 化 は 見 ら れ る が、 日 本 人 の 遺 缶 子 の 中 に 白 熱 と 共 に 生 き 、 索材 を 大

切 に す る 4 は 大 切 に 残 さ れ て い る 。

100年 の 歴 来 の 亘 み を 次 の 世 代 へ繋 ぎ 、

100年 後 へf云 え て い き た い 。

す 民 家 昇 : t

Ei 22浅 井 良 三 務 庖

〒 640- 8287 和 歌 山 市 築 港3 T 目29- 4

TEL.  ＰＷＳＭＴＳ Ｑ Ｍ ＳＴＲＹ ｾ ｆａｘ Ｎ＠ 073- 431 - 8660 

i nf o@osoi r yo.  com ht t p :/ /www. osoi r yo. com/  

あ な た の 夢 を か な え ま す ‘ 住宅手い( ; ) 増稼築( ; ) 事志

抗気軽にご相談下さい

干649- 6326 和歌山市和佐中 2 3 3 - 1

T E L  (073)477- 1104 F AX  (073)477- 3250 

E- mai l  eg awa@l ake.oc n.nej p 

未来に夢を ・・・ 愛と貢献の可能性

車 駒 場 工 務 唐

代 表 取 締 役 駒 場 一 仁

和歌山県日高郡日高川町高津尾 1400 TEL. 0738・54-0314 F必 ζ0738・54-0185

ht tp: / /www. k o maba-k. co m E - Mai l :  i nfo@k o maba- k. com 

TERAMAE Construct i on Inc. 

有限会社テラマエ建設

干641- 0055 和歌山県和歌山市和歌川町5-48

TEL073- 444- 4785 

FAX073- 414- 0982 
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1930- 1970年に記録された工事映像記録を

収集・分析し、近代都市の形成過程を研究す

べく、アンダーコンストラクション ・フィル

ム ・アーカイブ( UCFA) が設立され、初め

ての催しが聞かれる 。

日本建築協会ほかの後援。

日 H寺 2010年 8 月21 日( 土)

開演12 :  00、終了 17 ・00予定

ガスビルホール( 大阪ガスビル 31溜)

大阪市中央区平野町4- 1-2

参加賀 1000円

定 員 200名( 事前申込制)

砂プログラム

セッション①95分

「大阪瓦斯ビルディング建設の記録」

「新しいまち船場船場センタービル」

セッション①105分

「千里山団地一鐙設記録J r大林組と万国防」

セッション①60分

「東京タワー建設記録J r東京カテドラ j レ」

問い合わせと申込みは、 UC F A事務局 (iEi阿

{巾一建築設計事務所・ T E L &F AX 06-6534-

5258、 巴 mail :mail@s - takaoka. net) へ。

数百年の風雪に耐える寺院や神社を築くた

め、組織をまとめ上げながら難事業に立ち 向

かう堂宮大工棟梁の仕事と人物像を、迫力の

ある模型や立重な辿品、映像などで紹介する 。

会場には、西岡常一手百きの技術ノートや図

而、愛用した道具なども展示される 。

この展覧会は東京会場から始まり、札11版、 神

戸、そして11月には名古屋を巡回する 。公式

サイ トhttp: //www. dougukan.jp/ tor yo/ に詳

しい情報がアップされるので、参l: !目された L 、。

- 事11戸会場( 月 11仰木館・ 祝日 の場合は開館)

2010年10月 2 日( 土) - 11 月14日 ( 日)

竹中大工道具館

神戸市中央区 中山手通4- 18-25

‘ f  f FJ  f zd ゆ

Ｏ ト けｾ 1  に

?UFF4 4ヘ
，7  ， ｾ ｾ＠ _:1タヨι

玄々f
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西岡常ーが弟子・小川三夫へ 今、

送った手紙 (個人蔵)

砂UC F A設立記念企画

第 1 回ニッポン建設映像祭

砂竹中大工道具館

開館25周年記念巡回展

棟梁~堂宮大工の世界~

場
〈
云

今年春に東京のギャラリ - A
4

で開催した第

3 回木造モダニズム建築展の巡回展が、アン

トニン ・レーモンド設計の三重大学レーモン

ドホール( 旧三重県立大学図書館、登録有形

文化財、 1951年竣工) で開催される 。

アントニン ・レーモンドの木造モダニズムの

系譜を主題とする展示会、講演会、特別公開

は、いずれも参加費無料、事前申込不安0

・展示会

会期 2010年 9 月14日( 火) - 9月25日( 土)

12 :  00- 16  :  00 休祝日とも

会場 三重大学三翠ホールホワイエ

・講演会「レーモンドと日本J

日H寺 2010年 9 月18日( 土) 13 :  30- 15  :  00 

会場 三重大学三翠ホール小ホール

講 師 松 限 洋 ( 京 都 工 芸 繊 維 大 学 大 学 院 教

授)

・特別公開

会期 2010年 9 月14EI(火) - 9 月25日( 土)

12: 00- 16 ・00 休祝日とも

会場 三重大学レーモンドホール

問い合わせは、 三重大学附属図書館研究開発

室sugawara @lib.mi e- u. ac. jpへ。

E NE - WAY 実 行 委 員 会 ( 中部電力、 中部地

方電気使用合理化委員会、制ヒー トポンプ ・

務 熱センターで、桝成〉は、名古屋市国際展示

場で展示会 r E NE - WA Y 2010J を開催。

展示会では、低炭索社会実現の切 り札 として

注目される電気式高効率ヒートポンプなどの

高効率エネルギー機i殺をはじめ、工場、ビル、

厨房など各分野のエネルギー有効活用策を紹

介する 。入場無料。

会 期 2010年 9 月 8 日(水) - 9 月10日( 金)

10 :  00- 17  :  OO( 段終 日は16: 30まで)

ポー トメッセなごや

( 名古屋市国際展示場)

名古屋市港区金城ふ頭2-2

砂展示会i ENE- WAY 2010J 開催

砂「札幌聖ミカエル教会と

アントニン・レーモンド展J

一三重大学レーモンドホールと

木造モダニズムの系譜-

三重大学レーモンドホール

場
b  

:z;; 

nf ormat i on 
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入場料300円、大高生200円、小r . ll 生100円

読者プレゼントとして、安田泰幸画「大工道

具物語J ( 絵ハガキ 8枚入りセット) あり 。

希望者は日本建築協会へ。

・ 「西岡常一棟梁の仕事を巡るJ 見学会

西岡棟梁の I唯一の内弟子であった小川三夫氏

。鳴工合前合主) とともに巡る。現場での西

岡棟梁の話を、小)11棟梁だからこそ 聞ける機

会だ。

日 H寺 2010年10月 9 日( 土)

9 ・00- 18 : 00 

集合地 奈良( 解散も)

見学先法隆寺、法輪寺、薬師寺

定 員 30名( 事前申込制)

参加賀 大 人4500円( パス代・拝観料 - 旅行

保険込み、昼食代は別)

申込み 9 月10日消印有効。 ウェブ、または

往復葉書( 往信一 イベン 卜名・氏

名 ・フリガナ ・〒 ・住所・電話番

号 ・性別 ・生年月1 : 1、返信一 申込み

者の住所等) で、 〒650-0004 神 戸

市中央区中山手通4-18-25 竹中大工

道具館「巡回展見学会j 係へ。

砂「新発見! なにわの考古学2010J

殺と; 定君が自害した悲劇の場所としても伝えられる。現地表

面より約3 m下で大板夏の陣 (1615年) の焼土屈が見つかり、

そこから大量の焼けひずんだ瓦や壁土が出土した。

平成21年度逃跡発掘調査で新たに見つかっ

た古墳や埴輪( 平野区長原逃跡- 喜連東辿

跡) 、難波京にかかわる奈良時代の土器瀞( 中

央区大坂城跡下層) 、平安時代の緑柄I1陶器や

輸入磁器( 平野区長原辿跡) など、約300点

の出土資料と発掘現場の写真パネルを展示す

る。

会 期 2010年7月28日- 2010年9月20日( 月)

9 :  30- 17  :  OO( 金|曜日は20: 00まで)

毎週火11程日休館

会 場 大 阪 歴 史 博物館 8 階特集展示室

大阪市中央区大手前4- 1-32

地下鉄谷IIIJ 線 - 中央線「谷IIIJ 四丁目」

駅下車

観覧料常設展示 ￎ￭ｴｬ Ｇｩｾ 料 ＶＰＰ 円、高大生 ＴＰＰ 円

中学生以下 ・ 市内在住 ＶＵ 歳以上は Ｑ ｈ ｾ 料

招待券は日本建築協会 (TEL06-6946-6981) ヘ。

砂「大和百景- 館蔵品で巡る

奈良 ・大和路 J  

奈良県立美術館が所蔵する洋画 ・日本画・ 版

画の中から、奈良 - 大和路を描いた作品約

100点が展示される。会期中一部展示替えあり 。

笹島喜平[ 梅花御堂J 1971年

会 期 2010年 7 月17日- 9 月12日( 日)

9  :  00- 17 :  00 

( 8/ 5 - 8  /14は19 : 00まで開館)

月眼目休館( ただし 8/ 9 は開館)

会 場 奈 良 県 立 美 術 館

奈良市登大路l町10-6

入館料 400円、大高生250円、中小生150円

展 示 絹 谷幸二 「大和遠望J 、須田魁太「新

緑の東大寺」、池田遥市11 I芳野山春

JAU、111下新太郎「奈良公園の藤j 、

平山郁夫「大和路を描 く 斑 鳩 の 里

法輪寺の塔」など

招待券は日本建築協会 ( TEL06-6946-6981) へ。

砂きる、折る、建てる

飛び出せ紙ワザ

茶谷正洋・ E 矢折り紙建築展

建築家の故・茶谷正洋氏 (1934- 2008年) が

1980年代に考案した 『折り紙建築j は、現在、

娘の亜矢氏に受け継がれ制作されている 。

完成予想図のスケッチから始まり、 一枚の真

っ白な紙に図画を引きカッターナイフと定規

を使い[ きる ・折る] 作業を繰り返して、そし

て紙を二つに折りたたみそっと聞くと、建物l

の全貌が立体的に飛び出すその「紙ワザJ 展

が平城選都1300年の奈良で開催されている 。

今回の展覧会では茶谷正洋 ・亜矢氏の作品約

150点を通して、奈良の 世界遺産をはじめ、

国内外の名建築を紹介する 。

会 期 2010if三7 月16日- 8 月15日( 日)

10 :  00- 17 :  30 月曜日休館

会 場 奈 良 市 美 術 館

奈良市二条大路南1-3- 1

イトーヨーカドー奈良底 5階

近鉄「新大宮J駅下車、西ヘ徒歩12分

観覧料 500円、高校生以下は無料

砂テεイ ヴ、イ ツ ド ・ ア ジ、ャ イ 展

OUT P UT  

テーイヴイツド・アジャイ

@Ed Reeve 

モスクワ経営管理

大学院

S KOL K OV O 

モスクワ、ロシア、

2010年完成予定

@Ed Reeve 

イギリスの現代建築をリードする建築家デイ

ヴィッド・アジャイ氏の個展が日本で初めて

笑現した。

デイヴィッド ・アジャイ氏は1966年 タ ン ザ

ニアに生まれ、 1979年にロンドンに渡り建築

を学ぶ。英国王立芸術大学に在学中に交換留

学生として来日 。 8 カ月 間、京都市立芸術大

学で日本美術と建築を学ぶ。その作品はアフ

リカの多様な文化 ・風土や美術をはじめ、現

代アートや音楽、日本で学んだ茶室建築に至

るまで多方面からの影響が反映されている 。

彼の建築の特徴は、索材と色彩の大胆な組み

合わせと光の操作によって、シークエンスご

とに移り変わる多様な空間体験を生み出 して

p る点にある 。

展覧会 I OUT PUTJ では「光と都市」をテ

ーマに、初期の代表作から最新のプロジェェ

クトまでアジャイ氏の主要な作品を網羅し、

建築模型、図面、実作の写真が展示されてい

る。入場は無料。

会 期 2010年 7 月8 1: 1- 9 月18日( 土)

11 :00- 18: 00 (金11程日は19:00まで)

月・1: 11曜日と 8/ 8 - 8  /16は休館

会 場 GAL L ERY' MA  

(T OT O乃木坂ビル 3階)

東京都港区南青- 山 1-24-3

展 示 ダーティ ・ハウス、アイデア ・ス卜

ア ・ホワイトチャペル通り、デンバ

ー現代美術館、 L Nハウスほか

砂松伯美術館

「未来へつなぐ花鳥画」

松伯美術館は、近畿日本鉄道創業100周年記

念に、過去16回の松伯美術館: { ' I : ，鳥画公募展を

振り返る 。

会 期 2010年 8 月 3 日- 9 月20日( 月 ・祝)

10 :  00- 17 :  00 月H程日は休館

会 場 松伯美術館 T E L 0742-41-6666 

奈良市登美ケ丘2- 1-4
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入 館 料 高 大 生 を 含 む 大 人800円

小中生400円

展 示 若 手 花 鳥 画 家 の 育 成 を 目 指 す 松 伯 美

術館花鳥画公募展の 出品作品の中

から、上村淳之館長が選抜した本画

約25点が展示さ れ る。

宮l殴葵「葱畑の務」鈴木周子「近く

の池でj 関 友 道 111吉日j 小山美和

子 IIrra音」枝木俊滋「殻J 只内寿則

「秋査員」増田貴司「タまづめJ 松岡

歩「寂冥」石田育代「秋の EIJ ほか

併設展示として上村松園、松筆、淳之の本画

約 6点も紹介される予定。

招待券は日本建築協会 (TEL06-6946-6981) へ。

平成21年第 5 回柳沢優子「闇舞j

砂日本メキシコ交流400周年記念

「古代メキシコ・オルメカ文明展

マヤへの道J
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会 期 2010年 7 月31日- 9 月26日( 日)

10: 00- 18: 00 ( 金曜日は19:30まで)

月限休室( 祝日は開室 ・翌日休室)

会 場 京 都 文化博物館

京都市中京区三条高倉

入場料 1300円、大高生800円、中小生500円

Ji量 示 ジャガー布11{象、ヒスイのマスクなど

の玉製品、彩色土器、様々な土11Jj な

ど約130点を展示。

招待券は日本建築協会 (TEL06-69
'
16-6981) へ。
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惨2010 イタリア・ボ口ーニャ

国際絵本原画展と

〈特別展示〉タシ工ス

イタ リア ・ボローニャ国際絵本原画展は、 世

界 でH佐ーの子どもの本専門の国際見本市 ボロ

ーニャ ・ブックフェアに併設された絵本原画

の コンクール展- 5 点 1組にしたイラス トを

応募すれば誰でも審査を受けられる公募展ー

の入選作品で治時成されている 。

このイタリア ・ボローニャ国際絵本原画展

を、 1978年以来、西宮市大谷記念美術館では

毎 年 開 催 している 。今 年 は58カ国2454名 が

応 募 し 、 日 本 人13名 を 含 む20カ国87名 の 作

家が入選した。

・2010イタリア ・ボローニャ国際絵本原画展

会 期 2010年 8 月21 1: 1(土) - 9 月26日( 日)

10 :  00- 17  :  OO( 金11躍は19: 00まで)

水11程日休館

会 場 西 宮 市 大 谷 記 念 美 術 館

西宮市中浜町.4-38

TEL0798- 33-0164 

阪神電車「香櫨臣U駅南西徒歩約 6分

入館料 800円、高大生600円、 小 中生400円

「ふしぎな文字の箱J フィリップ ・ジョルダーノ (イタリア)

・ 〈特別展示〉 タシエス

2009年プラチスラパ世界絵本原画展でグラ

ンプリを受賞' したス ペインのイラストレータ

一、タシエスの原画26点を紹介。

招待券は日本建築協会 (TEL06-6946-6981) ヘ。

砂兵庫県立美術館で

「水木しげる・妖怪図鑑J

〈パックベアードと吸血鬼エリー卜) @水木プロダクション

妖怪漫画のヒット作で知られる水木しげる

は、昭和20年代に神戸市兵庫区水木通で紙芝

居作家として活動し、兵庫県ともゆかりが深

い。彼の画業60周年と米寿ーを記念して、 J前き

続けた妖怪画にスポッ トを当てる展覧会が開

催されている 。

また、各砲の百鬼夜行絵巻や妖怪の登場する

浮 世絵など、水木に影響を与えた過去の美術

作品も展示し、わが国で述綿と受け継がれて

きた妖怪画という文化 を考察する 。

会 期 2010年 7 月31 日- 10月3 1: 1  ( 日)

10 :  00- 18  :  OO( 金 ・土は20 : 00まで)

月|曜日休 館

( ただし 9120開館 ・9121休館)

会 場 兵 庫 県 立 美 術 館

神戸市中央区脇浜海岸通1- 1-1

阪神電車「岩屋j 駅から徒歩 8 分

jf Sl 覧料 1300円、大学生900円、高校生と 65

歳以上650円、中学生以下は無料

展 示 〈釣) 阪落とし) ( うわん) ( 川太郎) ( き

たろう 10のちから ) ( 妖 怪 大 決 戦〉

ほか。伊 藤 若 沖 〈付喪事l'図) - 8  

131より展示、鳥 山石 燕 〈百? ! ? ; 徒然

袋〉ほか

招待券は日本建築協会 (TEL06-6946-6981) へ。

・2010年度コレクション展 H

ブラジル日系人画家の半田知雄 〈農民) 1956年

会 期 2010年 7 月17日- 11 月7 日(EI)

月I@日休館 ( ＹＯＲＰ 開館、 ＱＰＯＱＱｮｾ Ｑ 館Ｉ

会 湯 兵 庫 県 立 美 術 館 ・ 常 設 展 示 室

縦覧料 500円、大学生400円、高校生250円

65歳以上250円、 小学生以下無料

展 示 ① 「新収蔵品から見た現代J

ヴ ィ ク ト ー ル パ リ モ フ 〈作品( 労

働者らは工場から帰る ) ) ほか

① 「ブラ ジ ル日系人画家の系言 ｾｊ

赤川 コレクションより約45点

① 「美術の中のかたちー金氏徹平展J

金氏徹平( 1978年生まれ) の立体と

平面作品

コレクション} ' f i . ! 招待券は日本建築協会 (TEL

06-6946-6981) ヘ。



第 1 回通常総会

念公 d 会、

内υ コE言7

6 月18EI ( 金) 16 ・00- 16 : 32 

出 席 者 中 弁 会 長 ほ か739名

(1，476口 委 任 状 含 む )

場 所 O MMピル20階 東 天 紅

議 事 ( 1  ) 平成21年度事業報告( 案)

(2 ) 平成21年度収支決Z字報告( 笑)

( 3 ) 役員選任

理事会

第 1 回通常理事会

6 月 2 日( 水) 15 :  00- 15  :  40 

出席者 中弁会長ほか44名

( 委任状含む)

場 所 O MMピル 21精 3 号会議室

殺 事 ( 1 ) 平 成21年度事業報告( 笑)

(2 ) 平成21年度収支決算報告( 笑)

( 3 ) 役員選任

( 4 ) 総会等の開催

臨時理事会

第 1 回臨時理事会

6 月22日( 火) 16 ・40- 16 : 55 

出席者 中弁会長ほか45名

( 委任状含む)

場 所 O MMビル20階 東 天 紅

議 事 ( 1  ) 会長選任

( 2 ) 役付役員選任及び会長職務

代行

( 3 ) 常設委員長ならびに常任理

事委|賜

( 4 ) 理事の会務分目

評議員会

第 1 固定時評議員会

6 月 2 日( 水) 14: 00- 14: 40 

出席者 中弁会長 ・三木議長ほか39名

(委任状含む)

場 所 OMMビル 2 1精 3 号会議室

議 事 ( 1  ) 評議員会議長互選

( 2 ) 役員( 顧問 ・理 事 - 敗事)

候補者推薦

(3 ) 報告事項 ー平成21年度事業

報告( 案)

(4 ) 報 告 事 項 平 成21年収支決

算報告( 案)

編集委員会

第 3 回編集委員会

6 月 9 EI  ( 水) 18 :  00- 19 :  30 

出席者 設 楽 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 ( 1)  7 月号特集「建築と石J の

報告

( 2)  8 月号特集「再生 ・受け継

ぐ- 繋がる」の報告

( 3)  9  - 12月号特集

( 4 ) 各小委員会 - 分科会の報告

( 5 ) 収支状況報告

第 3 団法令分科会

6 月14日( 月) 15 :  00- 17  :  45 

出席者 吉田純幹事ほか 7 名

議 事 ( 1 )  1法令 コーナ ーj の企画

( 2)  10月号法令特集の企画

( 3 ) 悩報交換

第 3 回施工材料分科会

6 月 8 日( 火) 17 ・00- 18 ・00

出席者 吉 田正友幹事ほか 5 ;g， 

議 事 11月号 特 集 IL E DJ 企 画 テ ー

マと企画構成検討

第 3 回構造分科会

6 月4 日( 金) 18 :  00- 19 :  40 

出席者 石団幹事ほか 4 名

議 事 ( 1 )  1構造の頁」の企画

(2)  12月号構造特集の企画

第 3 回設備分科会

6 月 2 EI  ( 水) 18: 00- 19: 40 

出席者 赤 海 幹 事 ほ か 4 名

議 事 ( 1)  2010年 6 月号「太陽光発電」

特集経過報告

(2)  1設備の頁J の企画

( 3)  1講習会」の企画

( 4 ) 見学会の企画

( 5 ) 新企画の提案

( 6 ) 超高層 ・高層マンションや

オフィスビル計画時への提

案

( 7) “ 測定機器 シリーズ"

第 3 回作品作風小委員会

6 月24日( 木) 19 :  00- 20 :  00 

出席者 池上副委員長ほか 4 名

議 事 ( 1  ) 作品の掲I隙状況並びに掲載

予定の報告

( 2)  1  gall eryJ 掲載報告 ・予定

第 3 回広告企画小委員会

6 月91: 1 ( 水) 17 :  00- 18 ・00

出席者 設楽委員長ほか 3 名

議 事 ( 1 ) 7 月号特集「建築と石J

( 2)  8 月号特集「再生 ・受け継

ぐ・繋がる J

( 3 ) 広告掲載状況の報告

( 4 ) 収支状況の報告

第 3 回10年委員会

6 月 3 日( 木) 18 :  30- 20 :  00 

出席者 設 楽 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 大|妓そう せい( 創生) プロジェ

クトの今後の進め方

出版委員会

第 3 回出版委員会

6 月17日( 木) 18 :  00- 19 ・00

出席者 上原委只長ほか 6名

議 事 ( 1  ) 進行中のテーマ

( 2 ) その他

教育委員会

第 2 回講習会小委員会

6 月29日( 火) 18:  00- 19  :  30 

出 席 者 山 形 委 員 長 ほ か 6名

殺 事 ( 1  ) テキスト改訂について

( 2 ) 本年度の方針

特別委員会

第 2 回「建築と社会j 史料研究会

6 月15日( 火) 18 :  00- 19 :  40 

出席者ー 山形委員長ほか 3名

議 事 今 後 の 述 載 企画内容検討

第12回 群 像( インタビ‘ ユー)

6 月28日( 月) 19 :  30- 20 :  30 

出席者 古 谷 隆 祥 ( イ ン タ ピ ュ ア ー ) ほ

か 5名

識 IIJ  関西の建築界 11削象」登場者の

人間像に迫るためのインタビ‘ ュ一

一級建築士事務所K & Nアーキ

テクツ 中西重裕

第 1 回 群 像

6 月16日( 水) 19:  00- 20 :  30 

出席者 本 多 「 関 西 の 建 築 界 / 群 像 」 編

集委員会代表ほか 7 名

議 事 群 像 登 場 者 の 選 出

見学会

「対龍山荘J 茶室見学会

6 月19日( 土) 13 : 30- 16 : 45 

講 師 中 村 昌 生/ 京都工芸繊維大学名

誉教授

参加者 34名

出席者 瀬戸川委員長ほか 5 名

入 会 者 (敬林略)

〔個人正会員〕

伊 藤 勇 人 (関エイ プラス プロパティ

北 野 昌 直 (側日 刊建設通信新聞社

古 関 幸 雄 (掬大林組

ililll 丸 久 司 (仰日建設百|

藤木 腕 側 大 林 組

三谷 Jl 罪主主 駒大林組

森 貨 久 大 手[1ハウス工業側
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「建築と社会」誌

大正6:( f. 3月に誕生した日本建築協会 本建築協会雑誌」、さらに1年後には おりで、パックナンパーl Uli 入希望は、

( 当時・関西建築協会) の、機関誌 「建築と 社会」と改題し 、今日に至 日本建築協会事務局 (T E L 06・6946-

特集一覧・1988- 2009
は大正伴9月に「関西鐙築協会雑誌J って L唱 。 6981、F A X 06- 6946・6984) まで。

勾ト

1988 

vol. 69 

1989 

vol .70  

1990 

vol. 71  

1991 

vol. 72 

1992 

vol. 73 

1993 

vol .7 4  

1994 

vol. 75 

1995 

vol. 76 

1996 

vol .77  

1997 

vol. 78 

1998 

vol. 79 

1999 

vol. 80 

2000 

vol. 81 

2001 

vol. 82 

2002 

vol. 83 

2003 

vol. 84 

2004 

vol. 85 

2005 

vol. 86 

2006 

v ol. 87 

2007 

vol. 88 

2008 

vol. 89 

2009 

vol. 90 

と題して創刊された。大正8年に「日 取り上げてきた特集テーマは下記のと 販売価格は12∞円 ( 送料・消'i'i 税合) 。

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 I I  12 

- 軟弱地盤t ・ 設備における ・ 中国地方の展望 ・ 集合住宅の ・ ti'l 35 回

・ ホテ J レ物穏 とtJi 随 日C と. ・ 他物の外装 ・ m; 心!!i ll とひろしまの ・ 2 1世紀への . 制仮 * ・ 超高M住宅 '}7t - げユ. 仰 技 術 計 ・m質テレビ

・ 文化と伝統一班 . 蜘 ti 括和弘品 リフレッシュ傘 まちなみ !!(州 事 を与える ・ 大 阪 府 側 ・ 800' ) 蜘

梅からの相告 作品m

- リゾート事情 ・ 色のlUj;'d ・ i ' i 力化の ゆ ・ 情遣の宵M ・ 都市環境骨IJa

・ fJj をのせる ・ 竹中工務問 ・ 東海の新住聾 ための材料 ・ まちづくり ・ ｨｾ 覧会と ・ m市現境骨l皿 ・ 也聾とアート ・ 鹿島盟1l);1!i宝庫 と設備H ・ 第 36 回 ・ 般近の博覧会

輸送設備 創立側四年宜主 と 伝 統 技 術 . 工 法 と法 まちづくり と技術l 盟事IJ j tl&作品E ・ ユーザー書血I 'j 'l 年技術I ' i パピリオン

のハウジング

・ J I! 海の1ffi ，1; ・ プレハプ ・ 盟聾車のための ・ 高強度ft ・ やわらかな ・ 掃，1; のナイス ・ ID37 同 ・ 日師事ー坦物町

・ 商品化住宅 ・ ニュー付ン 州 ・ スケール感 住吉技術の ・ 国際 ｉｾ と ftEK4ス 設計の州化 f1- i='l'f.f3! プレイJ . )'i' 年技術舟 甑感性の附

のデザイ y ・ J レネサンス ・ 佐賀市立仕企画・ 現伐と未来 総の ｨｾ 覧会 ピルによる をめざして一・ ユーザーの ・ 兵. t mg繕 ・ 和歌山県の を迎えての

ト日夕引ー 役割l の歩み 展望と景闘・ 舛装材

・ 新しいm市 ・ オフ 1ス ・ * 海文部i ・ 今. 京m ・ 建築と上木 ・ 童基をめぐるけ ・ 空間町7 イデン ・ 自拍体住宅 ・ 建築と土木 ・ スリムでタフな

さ1;i E くり ・1仰極 集 州 年 ・5f!??? -ii!?:!? : 錦 地 ・ 一般号 * . iE制 メ . ; ; : ; 亨雌 .11rti ztZE術 討 議 ih; ぃ

. 建築の風景 ト日夕刊ー 間営綿部 ージ7 ップ作! t . ，¥:世担1140周年 1  00 年記企: ・ 軍38目附品約 シンポジウム

・ 夢物i U} - ・ こだわりの ・ 込 ｬｬ ｾ 距と ・ 也聾車のための ・ 仰 lり. f1まい ・ 本情遣を使っ ・ 按( / - ・ 中国地 H の ・ 届古で匝置の ・ いま建築教育

人がかわる、 インテリア デザイン 担髄蜘知轟会一畠掛骨 . J地血球環境 骨刷制l附りト一4住宅師 て品峠ません帥カか、 也聾分野へ叫の 町並みと也聾 . 問げ2ηE に何伽地が淵t

削 州 . 述総2f甥奴3政t 車蛸梅支串一. f勢兜号喚:T型空 時州附f代伽t の 雌 l附t許代?特i1腔?担空 :立諜3鵠1:ι 二 附可能蹴性 t諮認;:1JJ?仰り夢へ; iぽAιrirス川ト川リト川-kム さ 加tれtt'[戊川て川 と凶

色

・ 明蝿J ' f 鰍倫 ・ 環境- ・ 映画の中の ・ 主 ｉｉ 築の ｲｱｾＺ ・ 悶際ルドト ・ m姻青判官前者

・ 東側也聾事商用 ・ 大阪府1l'{ 締 ・ 東海の主術館 ・ d;民』世IIJ J，1の 限りある自然 ・ Iffi d; の インテリア ー構造枝市の ナー γ ップの ・ 福祉の ・ 都市型住宅 ・ 用唖ー人に

制立回周年 h'l 物 館 舞台i没耐" と也築との 1 カイライン ・ けい11ん者プラ 役削ー 可能性 まちづくり Jl j 考 やさしい空間制

配立作品蝿 カ哨・わり ザ住友ホール ・ 大阪市営繕 遣をめざして

・ コピー文化の ・ 九州のイン 1 ・ f)' 幼 . TI' 符 ・ i . l ! 築のエヰ ・ 191日に l古川、 ・ 1上空間にお ・ まちなかの ・ 水とi . l ! 策 ・ 唖葺且惜のCG ・ 構造基一 ・ 節4J1!:!1

析時代 タレーション 式年選符と J レギーシス っ て 会n ・ いま、医療 ける居どこ 看 板 ・ 日 本 建 築 シミュレーション 建聾の中の) l - . ' / 年技術占

・ 広品の街Fll と貌 事l' 官界限移 テム 作品 *  施設は ろへの視点 ・ 竹中工務佑 総 合d 験 所 ・ 村野‘ 森建築 ・ 集合住宅団地 ・ 関剛際空港

7ジ7麗!.tk広 u  のu ¥合住宅 事商所 リニュー 7ル

・ 光がつくる ・ 飛騨・J : ，浪 ・ トイレから ・ 払 の 空 1111 ・ 新しい rlffi ・ 建築附遣と ・ 第42匝|

風合の l止持 ・ 昔ー騒音から ーまちの活性化 ｲｾ たＱｦｦｩ ［ ｬ ｩ ・ トイレ空1111 ・ 4書作 ・ ユ日レサル 作紘一 会員 dj. i.l!集J 社会の岐点 ・ ライ 7 ライン 1・/ ' Hi¥j 荷古

本 県昔/ 創背へ と地方文化・ 文化 ・ コスモタワー デザインとは 作品 の悦 ｊ ，ｾｩＮ *  ・ ni . l ! 設計指 と述聾設備・ . 滋賀県i l ! 聾

- 阪神大緩災 ・ 大阪府住宅 ・ ＩＡￍｬ汀ーその ・ 立体ＡｉＱＡ ｉ ｉｾ 品 ・ 提 Ｑ 事Ａ非常時に ・ "' 7}レチ ・ 晶新の大縦模 ・ ω空聞作法山

から学ぶ 供船公社制立 地プ ｊ ｡ 品 ｒｾ と 設備 生きる法体系 ・ いま. プール ・ f1 まいの メディ 7 が ・ キーコンセプト 1 ポーツ続技 ・ 九州の元気 ・m姻育制I申書

本 初周年f z * 文化 市 ・ 大 ｭ［ＡｾＱ ・ OAP? ワーズ がおもしろい 未米i臨 つくる世界 の新時代 施般の級制 ・ りん〈うの1作品 ・ 近割地盟苗輔描

- もII 築のロン ・ 車調査事会員作届 ・ 制立80周年記2 ・ ft : む空1/11の ・ 析エネルギー ・ 9 ロスワード ・ モザイヲ師i I i ・ 私の' 全I/IJ ・ ID44凹

グライフ 化 ・ 鉄るのがたり . 銀・怯I . H I 世葺esと社会 ・ ぬ腺祖師陥 l! lJ lト法制の ・ 酬の不思議 ・ ｗｾ .  ｾＢｪ＠ /，J，l iOSAKA の住むかたち 作法 )'l 年技術者

をめざして ・ ｾ￹ｾｾｾｾ［＠ Ｚ｟Ｘￕￃｾ ￬Ｍ］［＠ !i描t 初 倣 " と制勝ー ・ 大阪ドーム 披Ha公団改 * ・ 昭和設計 会員作品一 ・ J江m駅ピル

・ 住S世田圏西支社 革への従ｾ 40 周 年

・ 軒しいまちづ〈 ・ C冶ncrele ・ 京海支部 ・ 心と体を ・ 也聾扱備一 ・ i . l ! 築への J if. ・ ゆれをとめる ・ 払の空間作法 ・ 如姻青刺繍者

りの予感 ・ 九州とわたし 会μ作品 ・ 街並みの請出一 ・ 生 活m境の ・ I也様環境 元気にする ピルメンテナン 門. 98 ーたえるu術 ・ 2001年町医師 ・ Ji eともに事んだ

・41諸F所 そして臨 ・31雨 宮 と 日近町外構州 安 全 安 心 附 と 雌 インテリア スの州、ら ;iV学じに 2at わす 施設 jR西日本町12年

・ " らしさ" ・ 班海文節 ・ 聞西世聾界の誼 ・ 改正也藁基措法 ・ アーバンイン

のデザイン ・ 大阪，Ijlffi 市 . 22JAJ; ・ かI i の れは畑道三の ・ k阪 駅 守 附 まちづ〈り 0 ・aの日でみた テ げ ー 伽11 ・ 木とともに ・ 且の空間1ft: 法 ・ ID46阿
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設 計 ・施 工 )

組朝日工業社

本社 ・本底 東京都港区浜J恰凹Tl -25-7 電話03 ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市淀川 区加 [; H - 58- 59 .，ほ話06 ( 6302)  2270  

支 庖 北海道/ 東北/ 北関東/ 機浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

，.聞111". ポスター. カタログ. パンフLハット‘ . 舗、年‘ . 社史‘

I  線路文字画像データ処理

・メディア・蝶 S Pプランニングコンワルテインク. IT日J ユーシヨン.

柄 eb屋ぴメディアコンテンツ企醤制作

の ｊ［ こたｾ
¥;1' 什 ¥ ' ¥; 7'  

• 
， 、 株式会社NPGーポレーシヨン

本 社 干530∞43 大阪市北区天満 1-9- 19

lel :( 邸 ) 6351- 7271 ( 代) fax:( 飴) 6352- 7479 

第 二 ピ ル 干5ぉ∞43 大阪市北区天満 1- 11- 8

lel :  (関) 6351- 0128(代) fax:(( 陪) 6351- 020日

東 京 支 社 干 旧5α x l 4 東京都港区浜松町 ト2・1

一光浜松町ピル7 F

l el:  (03) 3433- 5211 (j 'l;) fax: (03)  5776- 7733 

{旧社名ナニワ印刷側、 日本データネγ ト側)

We  have hope  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 絡 工

・m ヲイヲシ械式会社

ホ白大匝本社 干550-∞02 大阪市西区江戸嫡 l 丁目9番25号 電話 (06) 6441. 8231

東 京 本 社 〒102-0071 東京都千代回区富士見 2丁目15需 10号 T電話 (03)326ト8231

支 社 名古屋 ・福岡

主 庖 札 幌 ・仙台 ・新渇 ・大宮 ・千葉 ・績 浜 ・金 沢 京 都 ・神戸 ・天湿 ・岡山 ・

広島 ・高松 ・熊本

営 難 所 裕広 ・函館 ・背森 ・秋田 ・盛岡 ・前 橋 長 野 ・静 岡 豊 図 津 ・富山 ・

福井 ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・郷田!

出 張 所 旭川 ・福島 ・川崎 ・松江 ・徳島・下関 ・長 崎 ・大 分 宮 崎

海 外 宝 庫 シンガポー ル ・ホンコン

技術研究所 〒354-0044 崎玉県入間郡三芳町大字北永井390番 地 電 話 (0492) 58- 1511

地球環境を守り、100年建築に貢献する

恥I .J.‘ c 且ー のアルミ表面処理

株式会社 日 本 電 気 化 学 工 業 所

ht t p: // nacl j p E- mai l :sc @nac l. c oj p 

本部営業部 干560- 0036 大阪府豊 中市蛍池酉町2丁目 7番26号 NACL t 'ル2 階

TEL  (06) 6843- 1235(代) F AX  (06)6853- 1632  

東京事務所 〒111 - 0051 東京都台東区歳前2丁目 7- 2 東京N ACL t 'ル

TEL (03)3862- 0978(代) F AX  (03)3862- 7098 

デンカC S Aファミリー製品

-ョーニ.I nCS A ( 膨張性 j昆和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・安ニＮｉ ｮ ，，ｾ，ヨニ ｊ Ｈ クラウト用無収縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・安二 ｊｮ 亨 Ｓ ーテ・ ｊ Ｇｊｾ Ｈ主義一＿＿＿Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
.ョーニJ nES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・安二J nzl ooo(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 06) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 03) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

浜 宗 産 業 株 式 会 社 小 浦 産 業 株 式

T E L 本 社 ・京都 ・京丹後 ( 0 7 7 2 ) 7 2 - 2 2 2 0  T E L 大阪 ( 06) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

舞 鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  
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省エネ・省コスト・省C0 2 企業の課題を最新電化システムで解決!
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E霊童ボートメッセなごや名古屋市園際展示場

(名古車市港区量減ふ顕2丁目2番地)

E 置110: 00- 17: 00<側 目 【i . 6:30にて聞喝し肌}

キッチンステージ

⑬ 畠週 ⑫ 

四JII 飯庖グループ総料理長 E・h‘ 置圃・・ ザ〈刊ンス/ ( - 1，ワー軍. . 奮闘祖袋

詰 田 欣也氏 ｾ Ｇｲ 可 柘植末利氏

ソリューションステージ{会期中毎日2回開催}

cb eb mz坊主干22T12Jおな
一暢A 園川一一一一一四百 同 一 一

圭子持橡銀総式会社東海J : l・岩測前車所在家

保式会 社モンテール鍵i I 加茂工喝さ.

アイむン ・エィ ダブリ，' 1式会 .11・..  エ刻，. .

ヱ温の省エネ雌実寧例 118場 制舗網}

線式会批@ご0 失調・とんき，
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ｾ＠
中 村 孝 明氏

森からみる未来

作京・探検該

地疎いきもの応掴固

c. wニコル氏

日本を斬る

世界を読 む

政 治 解I n，テレビ鋼製者

三 宅 久 之氏

今後の

日本経済の行方
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宮崎哲弥氏
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出展企業・団体

像式会批アイエイアイ i ・渦盤ンステム捻友会位 北沢111奥橡式会社 三海電・E売練式会主i 噺発工黛徐式会批 高借金属練式会社 中・・カ隊式会l ! 環境S 像式会総東海製作用 a傘7h ムトタ徳式会位 バt' Jニ河電工" 肺 拍越 線三究会位稲川腿作所 ｬｴ ｴ 肱 Ｑ ｾＢＢＯｬ ｔ 幼川 ］ ー

鎌式合総アイギ 徐式会社ヱフヱム アイ 柑 I ・M・u 古駐E 三和蔚男E工袋11，究会鉱 斬I ! 冷繍J : I ! 儀式金総 18式金値"' ' ' ふt ul! 帽 町 制 制 阻・uu 徐式会社トーヱネック 目窓ガイシ徐式会社 町'r.. '(J }fT' f ; ( TI.刷 鋭 様式会Hマテリアルハウス 像式会批ヤマト

t 却金属工l ' 念式会祉 制 醐 エルエヌ γ ー 帽 共立電気HII 像式会祉 G砧 河 河 川fン組 制 住友スリーヱムt I 式会l ! 押 紅 均二l ' J >1at t H 帽 Ul l t 柑 師 眠 時 刷 会 凹 土 ‘ 副 作所 有限会社日本建嘗J : . ｾｮ ヒ ー トテ 刊 闘金鍾 脳会世マ同ツ名古血.B ｮ ｬ ￐幽鈍附 ｉｉ ｃｉｾ

" . 電慢11式会社 - 5 H阻μ 附 . .  判乃ー 柑 制ケイー〉ポト ;'3;" JX阻 問 時岬 - i I t柑 信事ラルヒ→。官 制 曲省 後式会社竹中工樹脂 咽 ・ 力 闘 蝉 広 ・ . 特嫁電極徐式会社 儀式会畿日制4 エナー 日置電健練式会社 三浦工実線式会社 同 制 ラ河内 'l1' J (ン

橡式会UAI HQ 大破糟. 繰式会社 線式会祉締戸網鋼所 検式会経ンーエナジー 練式会社大気位 タニコー練式会社 民支金訟中I プラントψーピ足 後式会社トヨコー 目本決浄復縁式会役 IItt m l柑個討がn 三. 1工察機式会総 腿以盟酔後n・柑錨

闘 制 問 工I U柑 甜 徐式会社大将組 コ妙カ精11橡式会社 I i t 作ザポーター四日市 幅 制 州 刑 材 料l j- U H同義人酔昌利用四回 総式会社テクノ中傷 トヨタヨ帥橡式会桧 B*田制措抵帽支座 制 柑ヒー"."，システム 三回工掴システム様式制 服lJ. IU峠令か蝋 固

有. 金値アールシー 加ハラ 持切旬111線室電金松 除去電金社コメヲトカトウ ｉｴ式会社指 ｾＢ ｉ 副 作ｊＡｩ ダイキン工察隊式会全土 I t i ! 金鍾中. オートリース 像式会社テクノ蔓初 ナカダ1111様式会社 日本電! ! o徐式会社 網島工袋線式合役 三回工海l 'l l 子. 1It舎値 帽 崎電闘 用金劃闘員会
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